
社会福祉法人　希望の里福祉会

令和７年度

事   業 　報 　告 　書

自：令和  7年　4月  1日

至：令和  8年　3月 31日



令和７年度 法人本部 事業報告 

 

法 人 名 社会福祉法人希望の里福祉会 

所 在 地 島根県益田市高津三丁目２３番１号 

法 人 設 立 昭和６３年６月２３日 

法 人 役 員 理事 ８名  評議員 ９名  監事 ２名 

監 事 監 査 第１回 時  期 令和７年５月２２日（木） 

    場  所 希望の里 研修室 

    出席者数 監事 ２名 

    議  題 令和６年度事業及び会計について 

理 事 会 第１回 時  期 令和７年６月４日（水） 

    場  所 希望の里 生活訓練室 

    出席者数 理事 ８名 監事 ２名 

    業務報告 理事長、業務執行理事 

    議  題 １、令和６年度 事業報告の承認について 

         ２、令和６年度 会計決算報告の承認について 

３、育児・介護休業に関する規則の改正について 

４、経理規程の改正について 

５、利用者預り金管理規程施行細則の改正について 

６、任期満了に伴う次期役員の候補者について 

７、任期満了に伴う次期評議員の候補者について 

８、評議員選任・解任委員会の招集について 

９、定時評議員会の招集について 

第２回 時  期 令和７年６月２０日（金） 

    場  所 希望の里生活訓練室 

    出席者数 理事 ８名 監事 ２名 

    議  題 １、理事長の選定について 

第３回 時  期 令和７年１１月１９日 

    場  所 希望の里生活訓練室 

    出席者数 理事 ８名 監事 ２名 

    議  題 １、令和７年度半期事業報告の承認 

         ２、令和７年度半期会計報告の承認 

         ３、第１次補正予算について 

         ４、育児・介護休業に関する規則の改正について 

         ５、安全衛生管理規程の制定について 

         ６、経理規程の改正について 

         ７、のぞみの里運営規程の改正について 

         ８、共同生活援助事業運営規程の改正について 

         ９、第１回臨時評議員会の招集について 

第４回 時  期 令和７年１２月１日 

    場  所 希望の里生活訓練室 

    出席者数 理事 ６名 監事 ２名 

    議  題 報告事項のみ 
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第５回 時  期 令和８年３月４日 

    場  所 希望の里生活訓練室 

    出席者数 理事 ８名 監事 ２名 

    議  題 １、令和７年度第２次補正予算案の承認について 

         ２、令和８年度事業運営計画の承認について 

         ３、令和８年度当初予算の承認について 

         ４、定款細則の改正について 

         ５、就労移行支援事業の廃止について 

         ６、臨時職員就業規則の改正について 

         ７、パートタイマー就業規則の改正について 

         ８、給与規則の改正について 

         ９、経理規程の改正について 

        １０、障害者支援施設希望の里運営規程の改正について 

        １１、障がい者就労支援事業所のぞみの里指定多機能型運営規程の改正について 

        １２、多機能型事業所はっぴーはうす運営規程の改正について 

        １３、役員等賠償責任保険契約の更新について 

        １４、理事候補者について 

        １５、執行部人事体制について 

        １６、第２回臨時評議員会について 

評 議 員 会 定 時 時  期 令和７年６月２０日（金） 

    場  所 希望の里 生活訓練室 

    出席者数 評議員 ８名 監事 ２名 

    議  題 １、令和６年度 事業報告の承認について 

         ２、令和６年度 会計決算報告の承認について 

         ３、新理事・監事の選任について 

第１回 時  期 令和７年１２月２日 

    場  所 希望の里生活訓練室 

    出席者数 評議員 ９名 監事 ２名 

    議  題 １、令和７年度半期事業報告の承認 

         ２、令和７年度半期改正決算報告の承認 

         ３、令和 7年度第１次補正予算の承認について 

第２回 時  期 令和８年３月１７日 

    場  所 希望の里生活訓練室 

出席者数 評議員 ８名 監事 ２名 

議  題 １、令和 7年度第２次補正予算の承認について 

         ２、令和８年度事業運営計画の承認について 

     ３、令和８年度当初予算の承認について 

     ４、新理事の選定について 

施設の経営 施 設 名  障がい者支援施設 希望の里 

所 在 地  島根県益田市高津三丁目２３番１号 

開 設 日  平成元年４月１日 

施設規模  土地 ８，０４４.１５㎡ 建物 ２，３９１．８㎡ 

利用者数  現員４０名（施設入所定員４０名）、４５名（生活介護定員４０名） 
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施 設 名  障がい者就労支援事業所 のぞみの里 

所 在 地  島根県益田市横田町２０８０番地 

開 設 日  平成１２年４月１日 

施設規模  土地９，４９５.４９㎡ 建物９７９.５０㎡ 

利用者数  現員３１名（定員３４名）就労継続支援Ｂ型 

 

施 設 名  地域生活支援センター ポケットプラザ 

所 在 地  島根県益田市乙吉町イ１１０番地１ 

開 設 日  平成１４年４月１日 

施設規模  建物３７．５㎡（グループホーム建物を除く） 

利用者数  現員６２名（定員６６名）グループホーム利用者 

 

施 設 名  多機能型事業所 はっぴーはうす 

所 在 地  島根県益田市横田町１７５１番２ 

開 設 日  平成１５年４月１日(分場)→新体系へ平成２０年４月１日 

       令和６年５月 1日現在の場所へ移転 

施設規模  建物５８９．１０㎡ 

利用者数  現員４０名（定員４０名）生活介護 

       現員 ０名（定員 ６名）自立訓練 

 

施 設 名  養護老人ホーム 清月の里 

所 在 地  島根県益田市横田町１７５１番地５ 

開 設 日  平成２６年４月１日 

施設規模  建物４，１１０.１２㎡ 

利用者数  現員８０名（定員８０名） 

 

施 設 名  益田障がい者就業・生活支援センター エスポア 

所 在 地  島根県益田市あけぼの東町１－９ 

開 設 日  平成２０年４月１日 

施設規模  建物１１０．２４㎡ 

 

施 設 名  総合実務科（島根県立西部高等技術校内） 

所 在 地  島根県益田市高津四丁目７－１０ 

開 設 日  平成２３年４月１日 

利用者数  ５名（定員・前期５名） 

職員の状況 当年度採用 

    １３名  支援員     ９名（正規４、臨時４、夜間１） 

         看護職員    ３名（正規３） 

         調理員     １名 

当年度退職 

    １３名  支援員     ７名（正規４、パート２） 

         看護職員    ３名（正規３） 

         相談支援専門員 ２名（嘱託１、パート１） 

         調理員     １名（臨時１） 
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職 員 資 格 

取 得 状 況 
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法人本部 3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 

希望の里 2 1 16 3 0 0 15 1 2 0 1 0 0 

はっぴーはうす 1 0 7 1 0 0 6 0 0 0 0 1 0 

のぞみの里 2 0 1 0 0 0 2 0 1 0 0 0 0 

ﾎﾟｹｯﾄﾌﾟﾗｻﾞ 3 3 9 4 1 0 9 0 3 2 1 2 1 

エスポア 1 0 1 0 0 0 2 0 0 1 0 0 0 

総合実務科 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

清月の里 4 2 22 3 3 1 11 1 5 1 1 0 1 

合計 17 7 56 11 4 1 45 2 11 4 5 3 2 

法 人 主 催 

研   修 

法人新任職員研修 

６／１８ 講師  事務局長、施設長、所長 

 会場  法人各事業所 

参加者 １６名 

法人人権研修 

９／２２ 講師  益田市役所総合支援課 職員２名 

     会場  のぞみの里地域交流施設 

     参加者 ３９名 

役員研修等 ６／１７ 社会保険制度説明会 

６／１７ 安全運転管理者等講習 

６／２６ 税制改正対応セミナー 

７／ ３ 高校３年生を対象にした企業説明会 

７／ ４ 益田市社会福祉法人連絡会総会・研修会 

７／ ９ 社会福祉法人指導監査説明会・研修会 

７／２３ 島根県社会福祉法人経営者協議会総会・研修会 

８／２５ 企業（事業所）トップクラス人権・同和問題研修会 

１／１５ 地域福祉の持続に向けた連携・協働セミナー 

２／２０ 障害者雇用納付金制度事務説明会 

     社会福祉法人監事研修（オンライン研修） 
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令和７年度 希望の里 事業報告 

 

施設名 障害者支援施設 希望の里 

所在地 島根県益田市高津三丁目２３番１号 

敷地 面 積  ８,０４４．１５㎡ 

建物 面 積  ２,３９１．８０㎡ 

     居室棟、事務所、食堂    １,３８８.４０㎡ 

      鉄筋コンクリート造り平屋建て 

居室棟、作業訓練棟       ７９７.９７㎡ 

      鉄骨造り２階建て 

     ポンプ庫             １１.４４㎡ 

      コンクリートブロック造り平屋建て 

     車庫    

      鉄骨造り平屋建て        ３６.００㎡ 

      木造平屋建て          ６１.８３㎡ 

     物置   木造平屋建て      ４８.００㎡ 

     避難場所 木造平屋建て      ４８.１６㎡ 

職員 職種状況 

施設長 庶務課長 支援課長 主任主事 主 事 
支援係長 

（サビ管） 
支援係長 主任支援員 

１ （１） （１） １ １ １ １ ４ 

 

支援員 看護師 夜間支援員 管理栄養士 調理員 衛生管理者 嘱託医 計 

２０ ２ ７ １ ７ （１） ［１］ 
４６(3) 

［2］ 

〔 〕内は、非常勤嘱託医 

運営の重点 ①地域交流を積極的に進め、地域社会に根ざした施設づくりをする。 

②地域社会のコミュニティーサービスを広範囲に受けられるようにする。 

③施設職員としての自覚と認識を深め、自己研鑽に努める。 

利用者状況 対象 １８才以上の主たる障害が知的 

現況 施設入所事業利用者 定員４０名 現員４０名  平均利用者数３８．０人 

   生活介護事業利用者 定員４０名 現員４５名  平均利用者数３６．１人 

 

〔施設入所事業対象者〕 

(1)年齢別状況  平均年齢５１才（男性５４歳 女性４９歳） 

 

 

 20 未満 20～29 30～39 40～49 50～59 60～69 70～ 計 

男 ０ ３ ３ ７ ５ ５ ５ ２８ 

女 ０ １ ３ ２ ３ ２ １ １２ 

計 ０ ４ ６ ９ ８ ７ ６ ４０ 
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(2)障害支援区分状況 

 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 計 平均区

分 

男 ０ ３ １０ １５ ２８ ５．４ 

女 ０ １ ０ １１ １２ ５．８ 

計 ０ ４ １０ ２６ ４０ ５．６ 

 

(3)療育手帳所持状況 

 Ａ Ｂ 無 計 

男 ２７ ０ １ ２８ 

女 １１ １ ０ １２ 

計 ３８ １ １ ４０ 

(4)身体障がい者手帳所持状況              身体障がい内訳（重複あり） 

 1級 2級 3級 4～6級 計  視覚 聴覚 言語 肢体 体幹 計 

男 ３ １ ３ １ ８  １ １ ３ ３ ０ ８ 

女 ２ ２ ２ ０ ６  ０ １ ４ ２ １ ８ 

計 ５ ３ ５ １ １４  １ ２ ７ ５ １ １６ 

(5)精神障がい等の状況(重複あり) 

 てんかん 総合失調症 適応障害 自閉症 ダウン症 脳性麻痺 計 

男 １６ ３ １ ４ ２ １ ２７ 

女 ６ １ ０ １ ０ ２ １０ 

計 ２２ ４ １ ５ ２ ３ ３７ 

(6)入退所者の状況 

 男 女 入所前 

    

 男 女 退所後 

入所者 ３ ０ 
２名 在宅 

１名 松ヶ丘 HP 
退所者 ３ ０ 

１名他施設

２名 逝去 

(7)在籍年数等の状況  平均在籍年数１８年４カ月 

 1 年未満 ５年未満 ５～10 年未満 10～２０未満 20～3０未満 30 年以上 計 

男 ３ ３ １ ８ ６ ７ ２８ 

女 ０ １ １ ３ ５ ２ １２ 

計 ３ ４ ２ １１ １１ ９ ４０ 

(8)出身市町村別の状況 

 益田市 津和野町 吉賀町 浜田市 計 

男 ２２ ２ ２ ２ ２８ 

女 １０ １ ０ １ １２ 

計 ３２ ３ ２ ３ ４０ 

(9)身元引受人(後見人）の状況 

 実 父 実 母 兄弟 親戚 計 （後見人) 

男 ６ ６ １１ ３ ２６ ６ 

女 ６ １ ４ ０ １１ ３ 

計 １２ ７ １５ ３ ３７ ９ 
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(10)入所待機者状況 

 益田市 浜田市 萩市 津和野町 吉賀町 計 

男 ７ ３ １ １ １ １３ 

女 １１ ０ １ ０ １ １３ 

計 １８ ３ ２ １ ２ ２６ 

現況（１）短期入所事業（定員 日中一時支援事業含 男性２名 女性２名） 

        利用契約者１３名（内 児童１名）   年間延利用者 ７１２人 

                           平均利用者数 ２．０人 

  （２）日中一時支援事業 

        利用契約者９名（内 児童２名）    年間延利用者 ４１３人 

                           平均利用者数  １．２人 

日中活動 
グループ別対象者人員（日中利用の生活介護者含） 

係  名 グループ 対象者（男・女）数 活動内容 

支 援 係 

１ 
 23 人 

(13・10) 

創作活動、散策、マッチング、各種鑑賞 

リラクゼーション、音楽療法 

２ 
 20 人 

(15・5) 

果樹園活動（椎茸・野菜）、軽運動 

創作活動、果樹園活動、散策・音楽療法 

全体活動 
体力維持、機能回復、文化的活動、軽作業、情

緒安定等のためのレクリエーション等 
 

防災訓練 避難訓練及び総合防災訓練等  

実施年月日 内    容 参加人員 

５月１４日(水) 

５月１４日(水) 

１１月６日(木) 

３月１８日(水) 

避難訓練(昼間想定) 

緊急連絡網訓練 

避難訓練(机上訓練、益田広域消防) 

防災訓練(益田広域消防) 

５０ 

１９ 

１１ 

１３ 
 

行事及び地

域との交流 

(１)行事の状況 

月 行 事 名 月 行 事 名 

４ 

４ 

６ 

８ 

９ 

１０ 

開設記念日祝賀会 

お花見会 

日帰り旅行①～③ 

納涼祭 

長寿祝賀会 

小運動会 

１１ 

１２ 

１２ 

１ 

２ 

３ 

音楽祭 

クリスマス会（食事提供） 

忘年会 

新年会 

節分祭 

お花見ドライブ 

(２)地域との交流状況 

月 交   流   内   容 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

外部講師（音楽療法・生花クラブ） 

〃 （音楽療法） 

〃 （音楽療法・生花クラブ） 

〃 （音楽療法） 

〃 （音楽療法） 

〃 （音楽療法） 

〃 （音楽療法・生花クラブ） 

〃 （音楽療法） 
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〃 

〃 

１２ 

１ 

２ 

３ 

〃 

出張音楽祭（グラントワ主催） 

地域連携推進会議 

清掃奉仕活動(益田地区労働者福祉協議会さわやか部会) 

外部講師（音楽療法） 

  〃 （音楽療法・生花クラブ） 

〃 （音楽療法） 

防災訓練(益田広域消防・地元自治会) 

職員研修 （１）派遣研修   

・福祉職員ｷｬｲﾘｱﾊﾟｽ対応生涯研修 ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰｺｰｽ（5/15～16 浜田市） 

・石西地区地域人権を考える企業等連絡協議会研修会(6/10 益田市) 

・安全運転管理者等講習会(6/17 益田市) 

・益田市社会福祉法人会連絡研修会(7/4 益田市) 

・企業(事業所)トップクラス人権同和研修会(8/25 益田市) 

・福祉避難所の設置・運営に関する実務研修【前期】(8/27 益田市) 

・問題解決力強化研修【基礎編】（8/29 ZOOM） 

・強度行動障害支援者養成研修【基礎研修】（9/11～12 浜田市） 

・精神障がい者にも対応した地域包括ケアシステム研修会(10/3 益田市) 

・島根県メンタルヘルスケア研修（10/29 出雲市） 

・業務の標準化研修【前期】（10/30 松江市） 

・てんかん講座（11/9 ZOOM） 

・福祉避難所の設置・運営に関する実務研修【後期】(11/12 益田市) 

・強度行動障害支援者養成研修【実践研修】（11/11～12 出雲市） 

・人材育成、定着研修（11/19～20 出雲市） 

・福祉サービス苦情解決研修会(11/20 ZOOM） 

・問題解決力強化研修（11/20 松江市） 

・メンタルヘルス研修（11/28 ZOOM） 

・リスクマネジメント研修（12/8、9 ZOOM） 

・業務の標準化研修【後期】（12/11 松江市） 

・高次脳機能障害支援者養成研修【基礎】（12/11 出雲市） 

・精神障がい者地域移行・地域定着支援従事者研修会（12/16 益田市） 

・強度行動障害支援者養成研修【フォローアップ研修】（12/17 出雲市） 

・アンガーマネジメント研修（12/22 ZOOM） 

・高齢者障がい者虐待防止・権利擁護研修（1/16 益田市） 

・問題解決力強化研修【実践編】（1/21 ZOOM） 

・高次脳機能障害支援者養成研修【実践】（1/22 出雲市） 

・対話力、説明力向上研修（1/23 ZOOM） 
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・人権、権利擁護研修(1/29、2/3 ZOOM) 

・障がい者虐待防止権利擁護研修(2/9 ZOOM) 

・アサーティブコミュニケーション研修（2/13 ZOOM） 

・災害対応力強化研修（2/27 ZOOM） 

・障がい者虐待防止、権利擁護研修（3/2 浜田市）    

 

（２）施設内研修及び法人研修 

       ・法人新任職員研修(6/13) 

              ・感染症対策研修(7/23，31 10/16、11/25) 

・法人虐待防止研修(9/22) 

・普通救命講習（10/15） 

              ・口腔ケア研修～外部講師:ことぶき歯科(11/27) 

       ・身体拘束(虐待防止)及びアンガーマネジメント研修 

(12/16、18、23、27) 

実習等受け

入れ 

（施設見学） ・明誠高校福祉科(1 年生 9/11 17 人)  

（施設実習） ・明誠高校福祉科(1 年生 2 人 10/23～10/29) 延１４人 

 ・益田翔陽高校(3 年生３人 10/30～31、12/5)  延６人 

講師派遣 総合実務科 

（１）健康管理 

前期 令和７年５月２７日 

令和７年６月２３日 

後期 令和７年１１月１９日 

令和７年１２月２２日 

（２）各種制度について 

前期 令和７年７月１７日 

後期 令和８年１月２０日 

（３）栄養管理 

前期 令和７年７月１５日 

後期 令和８年１月２１日 

（４）調理実習 

前期 令和７年７月１６日 

後期 令和８年１月２２日 

施設整備等 （１）器具及び備品 

   ・屋外センサー受信機取付（６月） 

・電解水生成装置取替（７月） 

・福祉車両整備（１２月） 

・食器洗浄機（２月） 

 

（２）修繕 

   ・高圧電気設備（ＬＢＳ）改修（５月） 

・中棟、南棟廊下誘導灯取替(５月) 

   ・北棟居室エアコン取替（7 月） 

   ・LED 照明機器取替工事(８月) 
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      ・果樹園プレハブ エアコン取替（９月） 

   ・中棟、南棟浴室カラン取替（２月） 

   ・Ｄルーム、中棟、南棟ロスナイ取替（２月） 

事故報告等 ・施設内事故報告件数 ４８件 

ヒヤリハット件数 ４２７件 

事故報告内訳 

転倒裂傷 打撲・骨折 離設 誤薬・服薬忘 異食・誤飲 暴力等破損 

９ ２ ６ １ ５ ６ 

救急搬送 緊急入院 職員労災 車両 その他  

４ ０ ３ ５ ７  
 

虐待防止及

び身体拘束 

・虐待報告件数０件 

 ・身体拘束件数３件(つなぎ服着用、強度行動（施錠）、ヘッドギア着用) 

 ※身元引受人の同意書及び医師の意見書等を踏まえ、支援日誌に記載を行う。 

・身体拘束、虐待防止委員会開催（９月、１２月、３月) 

 ・障がい者虐待に対するチェックリスト(全職員対象…６月) 

 ・身体拘束(虐待防止)及びアンガーマネジメント研修(全職員対象…１２月、１月)  

 ・虐待防止・権利擁護研修、人権・権利擁護研修への参加 

・障がい者虐待報道等の回覧 

 

苦情受付 ・苦情受付件数 ０件 

 ・その他規程に基づく苦情以外のもの １件 

総括 １．【利用者の状況について】 

  施設入所・生活介護の利用者定員(４０名)について、年度途中での入退所者はある

も年間を通じて定員不足が長期化することも無く、年度末では現員４０名となってい

る。なお、年度内に退所された男性利用者の内訳は高齢者施設への移行、高齢による

心疾患での逝去、肝硬変の重度化により逝去された３名が退所される。希望の里への

入所希望待機者は２６名と増加傾向にあり、定員不足が長期化することなく運営する

ことができている。今後も関係機関等と連携して対応して行く必要がある。 

  利用者の重度化・高齢化が進んでおり生活支援(食事・排泄・入浴等々)における介

護度が 高くなっている。施設での入浴が困難な高齢の利用者は共生サービスを利用

等、地域の社会資源を利用しながら安心安全で穏やかに生活できる環境を考えてい

く。また、行動障害への対応も必要とされており研修や委員会活動を通しスキルアッ

プを図っている。利用者それぞれの状態により支援内容の見直しを行い、職員間での

情報共有と連携に心掛け、家族の理解を得ながら利用者支援に取り組んで行く。 

 

２．【感染症の状況】 

令和７年１２月施設内に発熱や咳の風邪が男性利用者間に蔓延する。新型コロナウ

イルス感染症は職員が数名、感染するが利用者や他職員への感染は無かった。周囲の

状況や利用者とのコミュニケーションを鑑み、令和７年６月２５日よりマスクの着用

は各自の判断に任せることにする。しかし、感染症が蔓延した時、対応の困難さを毎

回痛感している。基本的な対策(体調観察、検温、手洗いや手指消毒、換気等)をとり

感染予防に努めていく。 
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３．【職員の人材確保の状況】 

  年度当初の職員総数は４５名でスタートし、年度内での退職者は３名（生活支援員

２名、パート支援員１名）、新規採用者は３名（生活支援員２名、夜間支援員１名）で

あった。 

  若年層の定着が近年の課題。また、年間を通し求人をするが応募者は少なく、人員

確保が出来ないことで現場職員への負担が課題となっている。 

４，【地域連携推進会議】 

令和７年度より入所施設、グループホームの必須事業となる。令和７年１１月に利用者

代表、家族代表、地域代表、音楽療法士、行政を招き実施する。会議の目的や施設の様

子を説明し、施設内の見学を行う。 
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１．施 設 入 所 支 援

・利用定員数 （ 40 ）人

・実利用者数

月 　 　4 5 6 7 8 9 10 11 12 　 　1 2 3

40 40 40 39 39 40 40 40 40 40 40 40

40 40 40 40 40 38 40 40 40 40 39 40

2 （50歳以上) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0

4 2 2 2 2 2 2 3 3 3 3 3 4

5 9 9 9 9 9 9 10 10 10 10 10 10

6 28 28 28 28 28 27 27 27 27 27 26 26

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

・延べ利用者数

月 　 　4 5 6 7 8 9 10 11 12 　 　1 2 3

30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31

30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31

1,152 1,163 1,134 1,130 1,106 1,175 1,200 1,146 1,181 1,124 1,065 1,183

1,165 1,168 1,173 1,180 1,123 1,112 1,195 1,155 1,195 1,151 1,056 1,199

2 （50歳以上) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3 30 31 30 31 1 0 0 0 0 0 0 0

4 60 60 59 61 60 59 77 89 92 90 83 106

5 270 262 268 277 262 267 300 290 295 284 275 303

6 805 815 816 811 800 786 818 776 808 777 698 790

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（R６年度 37.7 人 ） ※総延べ利用者数÷総開所日数

（R７年度 38.0 人 ） 　　（小数点第2位以下を切り上げ）

・平均障害支援区分 （R６年度 5.6 ） ※（各区分の数×各区分の延利用者数）の合計÷総延利用者数

（R７年度 5.6 ） 　　（小数点第2位以下を四捨五入）

２．生　活　介　護

・利用定員数 （ 40 ）人

・実利用者数

月 　 　4 5 6 7 8 9 10 11 12 　 　1 2 3

49 49 49 48 48 48 48 48 48 48 47 47

45 44 45 45 45 43 43 40 43 40 41 42

2 （50歳以上) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3 2 1 2 2 2 1 1 1 0 0 0 2

4 2 2 2 2 2 2 2 2 3 2 2 3

5 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10

6 31 31 31 31 31 30 30 27 30 28 29 27

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

平均

48.1

43.0

障
害
支
援
区
分

0.0

1.2

2.2

10.0

29.7

0.0

R6実利用者数（人）

R7実利用者数（人）

13,872

障
害
支
援
区
分

0

123

896

3,353

9,500

0

R7延べ利用者数（人）

13,759

39.8

39.8

障
害
支
援
区
分

0.0

0.4

2.6

9.5

27.3

0.0

合計

R6開所日数（日） 365

R7開所日数（日） 365

R6延べ利用者数（人）

R7実利用者数（人）

R6実利用者数（人）

平均

令和７年度　　障害者支援施設 希望の里　　事業報告

・平均実利用者数

　施設入所支援事業の利用者数は、年度当初は４０名でスタートする。８月に肝硬変を患う５０歳代の男性利
用者、１月に開設時より入所されていた７０代男性が亡くなられる。また、養護老人ホームへ入所申込みをし
ていた７０代男性が８月に清月の里へ入所される。入所者は以前より生活介護と短期入所を利用されていた
２０代男性、精神科へ長期入院されていた５０代男性、吉賀町から緊急入所で申し込みをされた４０代男性が
入所される。平均実利用者数は、３８．０人で前年度比＋０．３人、平均障害支援区分は５．６で推移している。
　令和８年３月末時点の利用者平均年齢は５１才(男性５４才・女性４９才)、平均在籍年数は１８年４ヵ月となっ
ている。また、施設入所待機者数は２６名(男性１３名・女性１３名)であり、前年度末の１５名から入所した３名
を含め１４名の依頼を受け付けている。
　施設入所事業収入は、前年度比＋１．９％で、前年度と同水準の事業収入がある。
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・延べ利用者数

月 　 　4 5 6 7 8 9 10 11 12 　 　1 2 3

21 21 20 22 21 19 22 20 21 19 18 20

21 21 20 22 21 19 22 18 22 19 18 21

795 778 744 790 740 729 830 745 784 685 674 731

779 729 782 823 692 706 788 649 794 671 642 737

2 （50歳以上) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3 23 20 24 23 3 2 2 2 0 0 0 5

4 21 20 21 29 22 20 34 36 45 38 36 33

5 182 166 182 192 161 171 188 153 189 159 154 183

6 553 523 555 579 506 513 564 458 560 474 452 516

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（R６年度 37.0 人 ） ※総延べ利用者数÷総開所日数

（R７年度 36.1 人 ） 　　（小数点第２位以下を切り上げ）

（R６年度 5.6 ） ※（各区分の数×各区分の延利用者数）の合計÷総延利用者数

（R７年度 5.6 ） 　　（小数点第2位以下を四捨五入）

３．短　期　入　所

・利用定員数 （ 4 ）人

・実利用者数

月 　　4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

8 9 11 9 8 9 10 11 9 10 9 11

10 11 11 10 12 10 10 9 10 8 10 10

・延べ利用者数

月 　　4 5 6 7 8 9 10 11 12  　　1 2 3

30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31

30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31

50 63 62 46 42 65 72 68 60 49 59 59

63 68 67 49 76 68 59 48 52 32 66 64

（R６年度 1.9 人 ） ※総延べ利用者数÷総開所日数

（R７年度 2.0 人 ） 　　（小数点第2位以下を切り上げ）

　短期入所事業は、利用者契約者数は１４名(定員４名)で前年度比＋１人である。平均実利用者数２．０人で
前年度比＋０．１人で推移している。今年7月下旬、他事業所のクラスターで利用の一部制限を行い、施設内
での感染を防ぐことが出来たことにより、年間を通し円滑に事業を行うことが出来ている。短期事業収入は、
前年度比＋３．１％であった。
　週末や定期的な利用、家庭での生活が困難となる等のニーズが増えてきており、調整はサービス管理責任
者が相談事業所やご家族と相談しながら日程調整を行っている。
　

2,080

6,253

0

・平均実利用者数

・平均障害支援区分

平均

9.5

10.1

　生活介護事業の利用者数は、昨年度利用実績のない２名と契約解除し、年度当初４５名でスタートする。長
期入院や施設退所、新たな入所者が他事業所の利用等があり平均実利用者数は３６．１人で前年度比－０．
９人となっている。３月末の契約者数は４５名で増減なし。平均障害支援区分は５．６で推移している。
　生活プログラム(日中活動、生活支援等）は利用者状況や天候等に応じ見直しを行いながら、利用者支援に
努めている。強度行動障害を有する女性利用者への日中活動には男性支援員も関わることにより、生活リズ
ムの安定を図ることが出来、落ち着いて過ごすことが出来ている。
　生活介護事業収入は、前年度比－１．６％、長期入院や入退所、他事業所の利用等で減益になったと考え
られる。令和８年度より施設入所者を対象に地域移行等意向確認が必須となることにより、ＧＨや日中活動の
ニーズの確認を行い支援する事業となるもので、今後は日中に他事業所を利用する利用者が増えていくこと
が推測される。

R6開所日数（日） 365

R7開所日数（日） 365

695

712

・平均実利用者数

R7延べ利用者数（人）

R6実利用者数（人）

R7実利用者数（人）

R6延べ利用者数（人）

R7延べ利用者数（人）

R6延べ利用者数（人）

合計

R6開所日数（日） 244

R7開所日数（日） 244

合計

9,025

8,792

障
害
支
援
区
分

0

104

355
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４．日　中　一　時

・利用定員数 （ 4 ）人

・実利用者数

月 　　4 5 6 7 8 9 10 11 12 　　1 2 3

3 3 3 4 5 5 3 4 4 5 5 5

6 5 5 6 7 7 7 6 6 6 5 6

・延べ利用者数

月 　　4 5 6 7 8 9 10 11 12 　　1 2 3

30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31

30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31

23 29 30 20 28 34 34 34 30 30 30 35

34 37 34 34 38 34 34 33 31 34 35 35

（R6年度 1.0 人 ） ※総延べ利用者数÷総開所日数

（R7年度 1.2 人 ） 　　（小数点第2位以下を切り上げ）

５．虐待防止・身体拘束防止

６．苦情受付及び事故報告

　身体拘束件数３件(つなぎ服着用、強度行動障害がある利用者への居室施錠、ヘッドギアの着用)
※身体拘束については、身元引受人の同意書及び医師の意見書等を踏まえ、日々の支援日誌に拘束時間
等の記載を行っている。また、ヘッドギアを着用する８名の利用者の身元引受人へ１０月に実施する個別支援
計画の説明時に着用の必要性があることを説明し同意を得る。
　行動障害のある利用者の突発的な行動を支援員が制止しようとした際、利用者が怪我をする案件が２件発
生し、益田市及び島根県へ報告すると共に身元引受人へ謝罪をする。会議を実施し、行動障害のある利用者
の行動へ配慮するよう周知する。
　虐待に対するアンケート調査の実施、集計結果の回覧、人権・権利擁護、アンガーマネジメント、メンタルヘ
ルス等の研修へ参加。身体拘束・虐待防止、アンガーマネジメント、グレーゾーンの施設内研修を実施する。
　身体拘束適正化・虐待防止委員会を３回開催、会議録の回覧。その他、虐待報道の記事やハラスメント防
止の指針を全職員へ回覧、周知をする。

　苦情解決規程に基づく苦情受付は０件であった。その他規定に基づく苦情受付以外のものとして、服薬の相
談を事前に情報のやり取りをすることなく相談したことにより、保護者様に不安を与えた。常に帰省をする利用
者様であり、日頃のコミュニケーション不足が要因であったことを第三者委員会へ報告する。
　事故報告については、４８件（内訳～転倒裂傷９件、骨折２件、離設６件、暴力破損６件、異食５件、救急搬
送４件、服薬１件、車両事故５件、労災３件、その他７件）であった。内訳について高齢利用者の転倒や離設、
異食が多数発生した。離設や異食は職員の目が届かない時間帯や場所で発生している。職員間の連携を図
り見守りや所在確認を行い再発防止に努めていく。ヒヤリハット報告は４２７件であり、１割強の率で事故へと
繋がっている。小さな事柄も報告、結果を毎月集計し全職員に回覧して共有することで事故防止を図ってい
く。

７．感染症状況

　日中一時支援事業は、利用契約者数９名(者７名・児２名)。契約者が入所されたことにより１名減となった。
平均実利用者数は１．２人で前年度同様に推移している。日中一時支援事業収入は、前年度比＋２４．４％で
ある。事業収入の増収要因については、感染症等の影響が少なく安定して運営できたことによるものである。
定員が短期入所と合わせ４名であるために、サービス管理責任者が利用の調整しながら受け入れを行ってい
る。

R7開所日数（日） 365

357

413

・平均実利用者数

R6延べ利用者数（人）

R7延べ利用者数（人）

　他事業所を利用する利用者や支援員が新型コロナウイルス感染症に感染することはあったが、行き来を止
めるなどし、施設内への感染を防ぐことが出来た。年末に男性利用者間で発熱咳等の症状がみられる風邪が
蔓延し、感染症の対応をとる。
　周囲の状況や利用者とのコミュニケーションを鑑み、令和７年６月よりマスクの着用は各自の判断に任せる
ことにする。しかし、感染時は入所施設での対応の難しさを毎回痛感しており、基本的な対策(体調観察、検
温、手洗いや手指消毒、換気等)を実施して行く。

R6開所日数（日） 365

6.0

合計

R6実利用者数（人）

R7実利用者数（人）

平均

4.1
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（１)固定資産取得支出／器具及び備品
             ① 屋外センサー受信機取付（６月）
　　　　　　② 電解水生成装置取替（７月）
　　　　　　③ 福祉車両整備（１２月）
　　　　　　④ 食器洗浄機取替（２月）
（２)修繕費支出
　     　  　① 高圧電気設備（ＬＢＳ）改修（５月）
　　     　  ② 誘導灯取替５台（５月）
　　       　③ 北棟居室エアコン取替（７月）
　　　       ④ ＬＥＤ照明器具取替（８月）
             ⑤ 果樹園プレハブ　エアコン取替（９月）
　　　　　　⑥中棟、南棟浴室カラン取替（２月）
　　　　　　⑦Ｄルーム、相談室（中棟、南棟）ロスナイ取替（２月）

　令和７年４月、４５名の職員でスタートする。６月に男性生活支援員を採用するが８月末に退職される。８月１
６日付で男性夜間支援を採用することができ、支援体制に大きな影響はなく運営できた。１２月に男性生活支
援員を採用。年度内に生活支援員３名（内、１名は３月末のパート支援員）が退職された。若年層の離職防止
が近年の課題。年間を通し、女性夜間支援の募集をかけ続けてたが人員を確保することができず、生活支援
員の当直回数を増やし対応した。また、利用者の重度化・高齢化や障がいの多様化による支援を日々検討、
調整しながら対応している。
　３月末時点での求人状況は、生活支援員１名、パート支援員１名である。

９．施設整備・修繕

８．人員確保
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令和７年度 のぞみの里 事業報告 

 

事 業 所 名 障がい者就労支援事業所 のぞみの里 

所 在 地 島根県益田市横田町 2080番地 

敷   地 

建   物 

 

 

 

 

 

 

 

面 積  ９,４９５.４９㎡ 

建面積  本 体 ９７９.５０㎡ 

          木・鉄骨造亜鉛メッキ鋼板葺平屋建 

     販売所  ２９.８１㎡ 

          木造平屋建カラー鉄板葺 

     車 庫 １１７.０５㎡ 

          鉄骨造平屋建 

     倉 庫  ７２.００㎡ 

          鉄骨造平屋建 

職   員 職員状況 

所長 庶務課長 庶務係長 支援課長 支援係長 主任支援員 支援員 調 理 員 計 

１ (１) １ １ １ ２ ９ １ １６ 
 

運営の重点 ① あらゆる機会を通して、個人の自己実現の可能性を最大限に伸長する。 

② 一人ひとりが家庭や地域で安心して社会生活を送れるよう就労の場を通して支援する。 

③ 施設職員としての自覚と認識を深め自己研鑽に努める。 

利用者状況 対象  １８歳以上の障がい者 

 

目的  障がい者の職業訓練を行い、自立を目指す。 

 

事業別状況  

（１）就労移行支援事業   （定員 ６名／令和 7年度休止） 

（２）就労継続支援Ｂ型事業 （定員３４名／現員３１名） 

    [年度末利用契約者数] 

事 業 男 女 計 

就労移行支援事業 0 0 0 

就労継続支援Ｂ型事業 20 11 31 

計 20 11 31 

[施設開所日] 年間開所日２５４日（月平均２１．２日） 

       [年間実利用率] ９２．７％  

      [一日当の平均実利用者数]  ３０.９名  

 

多機能型(就労移行支援・就労継続支援Ｂ型)利用者状況 

(1)年齢別通所者状況 

 20歳未満 20～29 30～39 40～49 50～59 60～69 70 歳以上 計 

男 

女 

0 

1 

3 

0 

4 

2 

4 

4 

5 

3 

2 

1 

2 

0 

20 

11 

計 1 3 6 8 8 3 2 31 

  (2)療育手帳所持状況       (3)障害支援区分 

 Ａ Ｂ 無 計 

 

 

 区分 1 区分 2 区分 3 区分 4 区分無 計 

男 

女 

7 

4 

11 

7 

2 

0 

20 

11 

男 

女 

1 

0 

2 

4 

7 

1 

2 

0 

8 

6 

20 

11 

計 11 18 2 31 計 1 6 8 2 14 31 
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 (4)身体障害者手帳所持状況     (5)身体障害等の状況 

 
1 級 2 級 3 級 

4～6 

 
計 

 

 視 覚 聴 覚 言 語 肢 体 内 臓 計 

男 

女 

0 

0 

1 

0 

0 

1 

1 

1 

2 

2 

男 

女 

0 

0 

0 

2 

0 

0 

2 

0 

0 

0 

2 

2 

計 0 1 1 2 4 計 0 2 0 2 0 4 

(6)精神保健手帳所持状況      (7)精神障害等の状況 

 1 級 2 級 3 級 計 

 

 てんかん 統合失調症 心因反応 その他 計 

男 

女 

0 

0 

2 

0 

0 

0 

2 

0 

男 

女 

2 

0 

1 

0 

2 

2 

2 

0 

7 

2 

計 0 2 0 2 計 2 1 4 2 9 

(8)入退所者の状況 

入 所 者 内 訳 

 

退 所 者 内 訳 

男 

女 

1 

0 
総合実務科 1 

 

男 

女 

3 

0 

一般就労 1 

自宅療養 1 

高齢サービス 1 計 1 計 3 

  (9)在籍年数等の状況 

 1年未満 3年未満 3～5年未満 ５～１０年未満 10年以上 計 

男 

女 

0 

0 

0 

1 

5 

0 

1 

1 

14 

9 

20 

11 

計 0 1 5 2 23 31 

  (10)出身市町村別の状況 

 益田市 津和野町 吉賀町 その他 計 

男 

女 

16 

10 

3 

0 

1 

1 

0 

0 

20 

11 

計 26 3 2 0 31 

  (11)身元引受人の状況 

 実 父 実 母 実兄妹 義兄妹 叔父母 その他 計 

男 

女 

7 

3 

7 

5 

3 

2 

0 

0 

0 

0 

3 

1 

20 

11 

計 10 12 5 0 0 4 31 
 

指導・訓練 

 

係別対象者人員（就労継続Ｂ型事業） 

係 名 対象者（男・女）数 作業内容 

施設栽培係 １０(５/５) 花・野菜の苗栽培販売、木製品製造販売 

食品加工係  ９(６/３) パン製造販売、職場実習 

受託事業係 １２(８/４) 受託契約による公園清掃他、職場実習 
 

職場実習 (1)事業所 ４名（業種：製造業、清掃業務、調理員補助） 

生産活動 年度当初の売上目標設定額（2,915万円）達成金額 2,975万円 達成率 102.1％ 

    Ａ 総売上   ２，９７５万円（前年度比   ５２万円増） 

収入内訳：施設栽培係   ５５３万円（  〃    ▲５７万円） 

        食品加工係 １，６００万円（  〃     ８１万円） 

        受託事業係   ８２２万円（  〃     ２８万円） 

 

工賃支給 工賃支給総額 １，３０２万円 

月額平均工賃（一人当たり） ３５，１２５円 

   ※就労継続支援Ｂ型事業利用者(平均利用者数３０.９名)で算出 
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実習等受入 

 

実績 

 
受入先 延人数 

益田養護学校(高等部) ３８ 

益田養護学校(中学部) ４ 

益田市特別支援教育研究部会（横田中） ６ 

明誠高等学校(福祉科)３名 ２１ 

障がい者就業・生活支援ｾﾝﾀｰエスポア ０ 

西部高等技術校 ２０ 

就労アセスメント実習 ３ 

相談支援事業所等 １４ 

サマーボランティアスクール（横田中、中西中） ４ 

益田養護ボランティア養成講座 ０ 

ボランティア（高津中） ４ 

合計 １１４ 

防災対策 実績 
 

実施年月日 内 容 参加人員 

令和 7年 6月 3日 

〃  10月 17日 

令和 8年 2月 19日 

防災訓練（水害）、避難訓練 

防災訓練（地震）、避難訓練 

防火訓練、消火訓練 

３２ 

３４ 

３１ 

行事及び地 

域との交流 

 

実績  

(1)行事の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※10月 25日(土)に開催した収穫祭については、地域の保育園、小中学校の出演協力や市内

の就労支援事業所等 13事業所からの出店協力をいただくとともに、のぞみの里保護者会及

び法人各事業所からの応援も得て多くの来場者においでいただくことが出来ました。 

(2)地域との交流状況 

  福祉ゾーン美化活動においては、益田養護学校、はぴねす福祉会、清月の里、はっぴー

はうす、横田第三自治会と合同でのプランターへの植え付け作業を実施し、地域の関係各所

に配布いたしました。 

月 行 事 名 

４ 

４～10 

７ 

10 

11 

12 

１ 

開設記念祝賀会 

『土曜市』８回開催 

福祉ゾーン美化活動 

のぞみの里 収穫祭 ※ 

日帰り研修旅行（岩国市、錦帯橋） 

利用者クリスマス会 

新年会 

職員研修等 

 

実績 

【外部研修】 

・福祉職員キャリアパス対応生涯研修【初任者コース】 8/19～8/20 1名参加 

・メンタルヘルス研修【一般職コース】 11/28 １名参加 

・虐待防止・権利擁護研修（共通講義） 1/16 ２名参加 

・ふれあいワークショップ 1/28 １名参加 

・虐待防止・権利擁護研修（共通研修） 2/9 ３名参加 

・アサーティブコミュニケーション研修 2/13 １名参加 

【施設内研修】 

  ・虐待防止研修 4/1 14名参加 

・法人人権研修 9/22 9名参加 

・障がい者虐待防止・権利擁護研修 11/29 12名参加 
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総  括 

 

【利用者の状況】 

 利用者数は３２名でスタートし、４月中に一般から１名の新規利用者をその後は３３名と

なった。 

１１月に高齢福祉サービスへの利用移行される利用者があったこと、１月に一般企業への就

職が決定した方１名、長期療養中であった方１名が退所されることとなり、最終的には３１

名となった。 

 また、現在の利用中の方々の中にも体調の不安定さや高齢に伴う体力低下などから利用日

数の調整やお休みされる方が増えており平均利用率は９２.７％、１日あたりの平均利用者

数は３０.９人と前年度を下回る結果となった。 

 このことから、令和８年度においても利用者の利用満足度を高めるとともに、より一層健

康状態への配慮を行い、利用率の向上を図ること、あらたな利用者の確保を目標に職員全体

で取り組むこととする。 

 

【生産活動の状況】 

 施設栽培、食品加工、受託事業の３係で生産活動を行った。 

 利用者の工賃向上のため、各係とも既存の生産品や作業の売上向上を目指して商品開発や

販売方法の見直し、販路開拓等、年間を通じて取り組んだ結果、生産活動の総売り上げは前

年度を 52万円増の実績となった。 

 これにより、平均工賃月額も 35,125円と前年度から向上することができた。 

 このことから、令和８年度においても成果のあがった取り組みの継続とともに、さらなる

生産性の向上、販売促進にかかる取り組みを考察・実践し、売上の維持・向上を図っていく。 

 

 
 

19



（令和７年４月～令和８年３月）

１　【利用契約者数】

★就労移行支援事業（定員：６名） 【令和７年度　事業休止】 ※就労アセスメント利用者は含まない

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

令和６年度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

令和７年度

前年対比 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

★就労継続支援Ｂ型事業（定員：３４名）【令和７年度　目標３４.５名】

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

令和６年度 35 35 35 35 35 34 34 33 33 33 33 33

令和７年度 33 34 34 34 34 34 34 34 33 32 31 31

前年対比 94% 97% 97% 97% 97% 100% 100% 103% 100% 97% 94% 94%

★多機能型(合計）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

令和６年度 35 35 35 35 35 34 34 33 33 33 33 33

令和７年度 33 34 34 34 34 34 34 34 33 32 31 31

前年対比 94% 97% 97% 97% 97% 100% 100% 103% 100% 97% 94% 94%

２　【利用述べ人数】

★就労移行支援事業（定員：６名） ※移行アセスメント利用者は含まない

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

令和６年度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

令和７年度 0

前年対比 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

・平均実利用者数 0.0 人） ※ 総延べ利用者数÷総開所日数

休止 ） （小数点第２位以下を切り上げ）

★就労継続支援Ｂ型事業（定員：３４名）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

令和６年度 724 695 673 716 521 656 750 679 682 606 587 601 7,890

令和７年度 721 684 733 735 542 696 758 600 668 585 501 625 7,848

前年対比 100% 98% 109% 103% 104% 106% 101% 88% 98% 97% 85% 104% 99%

・平均実利用者数 31.1 人） ※ 総延べ利用者数÷総開所日数

【令和７年度　目標32.3名】 30.9 人） （小数点第２位以下を切り上げ）

（令和６年度　　～

（令和６年度　　～

令和７年度　就労支援事業所のぞみの里　事業実績報告

本事業については利用契約者がない状態が続いたため、令和７年度は事業休止としました。
令和7年度中も本事業の再開を望む要望もなかったため、令和７年度末で事業廃止をいたしました。

　利用者数は３３名でスタートし、４月中に一般から１名の新規利用者をその後は３４名となった。
１１月に高齢福祉サービスへの利用移行される利用者があったこと、１月に一般企業への就職が決定した方１名、長期
療養中であった方１名が退所されることとなり、最終的には３１名となった。
　また、現在の利用中の方々の中にも体調の不安定さや高齢に伴う体力低下などから利用日数の調整やお休みされる
方が増えており平均利用率は９２.７％、１日あたりの平均利用者数は３０.９人と前年度を下回る結果となった。
　このことから、令和８年度においても利用者の利用満足度を高めるとともに、より一層健康状態への配慮を行い、利用
率の向上を図ること、あらたな利用者の確保を目標に職員全体で取り組むこととする。

（令和７年度　　～

（令和７年度　　～

事業休止

事業休止
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★多機能型(合計）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

令和６年度 724 695 673 716 521 656 750 679 682 606 587 601 7,890

令和７年度 721 684 733 735 542 696 758 600 668 585 501 625 7,848

前年対比 100% 98% 109% 103% 104% 106% 101% 88% 98% 97% 85% 104% 99%

３　【開所日数】

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

令和６年度 23 22 21 23 17 21 24 22 22 20 19 20 254

令和７年度 23 22 23 23 17 22 24 19 22 20 18 21 254

令和７年度　目標日数　２５４日 達成率 100.0%

４　【就労支援事業収入】

★施設栽培係 （単位：千円）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

令和６年度 1,026 857 689 207 231 282 795 474 874 105 117 439 6,096

令和７年度 865 941 450 203 78 497 627 452 854 96 138 329 5,530

前年対比 84% 110% 65% 98% 34% 176% 79% 95% 98% 91% 118% 75% 91%

令和7年度　目標額　6,090,000円 達成率

★食品加工係 （単位：千円）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

令和６年度 1,238 1,313 1,326 1,325 891 1,174 1,604 1,292 1,268 1,123 1,283 1,353 15,190

令和７年度 1,396 1,387 1,457 1,386 947 1,298 1,653 1,218 1,455 1,187 1,232 1,385 16,001

前年対比 113% 106% 110% 105% 106% 111% 103% 94% 115% 106% 96% 102% 105%

令和７年度　目標額　15,046,000円 達成率

★受託事業係 （単位：千円）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

令和６年度 574 718 664 696 672 723 989 583 588 647 508 581 7,943

令和７年度 576 808 804 702 624 638 1,215 635 535 558 482 642 8,219

前年対比 100% 113% 121% 101% 93% 88% 123% 109% 91% 86% 95% 110% 103%

令和７年度　目標額　8,015,000円 達成率

★３係合計 （単位：千円）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

令和６年度 2,838 2,888 2,679 2,228 1,794 2,179 3,388 2,349 2,730 1,875 1,908 2,373 29,229

令和７年度 2,837 3,136 2,711 2,291 1,649 2,433 3,495 2,305 2,844 1,841 1,852 2,356 29,750

前年対比 100% 109% 101% 103% 92% 112% 103% 98% 104% 98% 97% 99% 102%

令和７年度　目標額　29,151,000円 達成率

★平均工賃月額（円）

令和６年度

令和７年度

　令和７年度の開所日数については、昨年度と同様に年間254日を開所しました。
　本年度は、台風接近や感染症の影響による休業日もなく、事業計画通りの開所日を確保いたしました。

目標平均工賃月額 目標達成率（％）

101.8%

105.8%

90.8%

106.3%

102.5%

102.1%

　施設栽培、食品加工、受託事業の３係で生産活動を行った。
　利用者の工賃向上のため、各係とも既存の生産品や作業の売上向上を目指して商品開発や販売方法の見直し、販路
開拓等、年間を通じて取り組んだ結果、生産活動の総売り上げは前年度を52万円増の実績となった。これにより、平均
工賃月額も35,125円と前年度から向上することができた。このことから、令和８年度においても成果のあがった取り組み
の継続とともに、さらなる生産性の向上、販売促進にかかる取り組みを考察・実践し、売上の維持・向上を図っていく。

33,200

平均工賃月額（実績）

35,125

32,540 33,136
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令和７年度 はっぴーはうす 事業報告 

 

施 設 名 多機能型事業所 はっぴーはうす 

所 在 地 島根県益田市横田町１７５１番地２ 

敷  地 面積 ５，７２５．６３㎡ 

建  物 建面積 ５８９．１０㎡ 

・鉄骨造かわらぶき平屋建 

・屋外作業所：ファーム（市原町） 

  ビニールハウス １棟 休憩所 １棟 コンテナハウス１棟 トイレ３ 

職  員 職員状況 

所 長 庶務係長 支援課長 支援係長 主任支援員 支援員 看護職員 計 

 １ （１） １  １  １  ８  １  １３ 

※（ ）は、兼務 

運営の重点 ①一人ひとりが地域で、自立した暮らしが出来ることを目指す。 

②利用者の人格と生活を大切にする。 

③衛生管理や危機管理に十分配慮し、安全な日中活動ができる環境を作る。 

利用者状況 対象 １８才以上の障がい者 

目的 社会自立のための社会適応活動等や生活全般の支援を行う。 

  生活介護＝日中活動に参加することで生活リズムを整え、安定した豊かな生活を 

送る事を目指す。 

  自立訓練＝日中活動を通して自立に向けて支援し、移行を目指す。 

 

事業別状況 

生活介護事業        （定員４０名／現員 ３１．６名） 

自立訓練（生活訓練）事業  （定員 ６名／現員     ０名） 

 ※利用時間 ５時間未満・・・０．５／５時間以上～７時間未満・・・０．７５ 

      ７時間以上～８時間未満・・・１（R6 報酬改定） 

 

【生活介護事業対象者】 

（１）年齢別利用者状況（令和８年３月３１日現在） 

 20 歳未満 20～29 30～39 40～49 50～59 60～69 計 

男 0 7 3 5 3 2 20 

女 0 1 9 4 3 3 20 

計 0 8 12 9 6 5 40 

 

（２）療育手帳所持状況     

 Ａ Ｂ 計 

男 

女 

２０ 

１８ 

０ 

２ 

２０ 

２０ 

計 ３８ ２ ４０ 
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（３）身体障害者手帳保持者 

 １級 ２級 ３級 ４級～６級 計 

男 

女 

０ 

１ 

０ 

１ 

１ 

２ 

０ 

０ 

１ 

４ 

計 １ １ ３    ０  ５ 

 

（４）利用開始状況          （５）退所の状況 

 人数 利用開始月  

 

 人数 退所月 

男 

女 

０ 

０ 
 

男 

女 

０ 

０ 
 

計 ０  計 ０  

 

（６）障害支援区分 

・生活介護 

区分 ２ ３ ４ ５ ６ 合計 

男 

女 

０ 

０ 

０ 

１ 

８ 

６ 

９ 

７ 

３ 

６ 

２０ 

２０ 

計 ０ １ １４ １６ ９ ４０ 

 

・自立訓練             

区分 無 １ ２ 合計 

男 

女 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

計 ０ ０ ０ ０ 

 

（７）精神障害等の状況 

 てんかん 統合失調症 ダウン症候群 脳性マヒ 自閉傾向 

男 

女 

７ 

７ 

０ 

３ 

０ 

１ 

１ 

３ 

３ 

４ 

計 １４ ３ １ ４ ７ 

 

（８）出身市町村別状況 

 益田市 津和野町 吉賀町 浜田市 計 

男 

女 

１８ 

１８ 

０ 

１ 

２ 

０ 

０ 

１ 

２０ 

２０ 

 ３６ １ ２ １ ４０ 

 

（９）身元引受人（後見人）の状況 

 実父 実母 兄弟姉妹 その他 計 （後見人） 

男 

女 

１０ 

７ 

８ 

９ 

１ 

１ 

１ 

３ 

２０ 

２０ 

１ 

０ 

 １７ １７ ２ ４ ４０ １ 
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【年度末利用契約者数】 

   事 業  男   女   計  

生活介護事業 ２０ ２０ ４０ 

自立訓練（生活訓練）事業 ０ ０ ０ 

 

現況（１）生活介護事業 

〈開所日数〉 年間開所日 ２４６日 （月２０日～２２日営業日） 

年間平均実利用者数  ３９名 （Ｒ６ ４０．３名） 

１日平均利用者数     ３１．６名 （Ｒ６ ３１．２名） 

  （２）自立訓練（生活訓練） 

〈開所日数〉 年間開所日 ２４６日 （月２０日～２２日営業日） 

年間平均実利用者数 ０名 （Ｒ６ ０名） 

１日平均利用者数    ０名 （Ｒ６ ０名） 

 

日中活動  

 内  容 

屋外作業 季節の野菜作り 苗植え、収穫、草取り 

果樹園管理等 リサイクル活動 ウォーキング 

屋内作業 不織布加工 さをり織り 創作活動 

車部品選別内職 自立課題 散策 ドライブ 

余暇活動（カラオケ等） 
 

防災訓練 避難訓練及び総合防災訓練等 

実施年月日 内  容 参加者 

６月 ３日（火） 福祉ゾーン合同避難訓練（水害）  ４０名 

７月 ９日（水） 避難訓練（事業所）  ３１名 

 ２月２５日（水） 総合訓練（事業所）  ４０名 
 

行  事 行事の状況 

月 行事名 月  

４ 

５ 

６ 

 

 

７ 

８ 

９ 

開所記念日 

 

福祉ゾーン合同避難訓練（水害） 

障がい者スポーツ大会 

日帰り旅行 

避難訓練（事業所） 

夏期休暇（１３日～１５日） 

 

１０ 

１１ 

１２ 

 

 

１ 

２ 

３ 

 

 

忘年会 クリスマス会 

冬期休暇（３０日～１月３日） 

 

新年会 

総合避難訓練 

 ※１グループ～誕生日会（月）お楽しみランチ（月） 

  ２グループ～誕生日会（月）お楽しみランチ（月） 

 ※余暇活動日～４月、６月、８月、１０月、１２月、２月 
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地域との 

交  流 

地域との交流状況 

月 交 流 内 容 

４ 

５ 

６ 

７ 

 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

 

１２ 

１ 

２ 

３ 

 

外部講師（音楽療法） 

  〃 （音楽療法） 

  〃 （音楽療法） 福祉ゾーン美化活動 

           益田養護学校高等部 音楽部訪問 

  〃 （音楽療法） 

〃 （音楽療法） 雪舟祭り（出店） 

  〃 （音楽療法） のぞみの里収穫祭（出店） 

〃 （音楽療法） 灯火祭 竹灯籠（色塗り）（豊田公民館：依頼） 

         益田市福祉大会（出店） 

 

外部講師（音楽療法） 

  〃 （音楽療法） 

〃 （音楽療法） 
 

職員研修 （１）派遣研修 

   ・第 54 回中国地区知的障害関係施設長会議（4/17～4/18 岡山県） 

   ・令和 7 年度島根県サービス管理責任者及び児童発達支援管理責任者、相談支援

従事者専門コース別研修「意思決定支援研修」（5/27 出雲市） 

   ・令和 7 年度「コミュニケーション力強化研修【基礎編】（6/12 松江市） 

   ・令和７年度益田市社会福祉法人連絡会研修会（7/4 益田市） 

   ・問題解決力強化研修【基礎編】（8/29 Zoom） 

   ・「ケースから学ぶ高次脳機能障害との向き合い方」研修（10/10 あゆみの里） 

   ・サービス管理責任者更新研修（11/6～11/7 浜田市） 

   ・令和７年度福祉サービス苦情解決研修会（11/20 Web） 

   ・メンタルヘルス研修【一般コース】（11/28 Zoom） 

   ・業務の標準化研修【後期】（12/11 松江市） 

   ・強度行動障害支援者養成研修フォローアップ研修（12/17 松江市） 

   ・令和７年度アンガーマネジメント研修（12/22 Zoom） 

   ・令和７年度高齢者障がい者虐待防止・権利擁護研修会（1/16 益田市） 

   ・令和７年度人権・権利擁護研修（1/29 Zoom） 

   ・令和７年度人権・権利擁護研修（2/3 Zoom） 

   ・高齢労働者のための労働災害防止と体力測定体験会（2/6 益田市） 

   ・令和７年度島根県障がい者虐待防止・権利擁護研修【共通研修】（2/9 Zoom） 

   ・令和７年度アサーティブコミュニケーション研修（2/13 Zoom） 

   ・令和７年度災害対応力強化研修（2/27 Zoom） 

   ・令和７年度障がい者虐待防止・権利擁護研修（3/2 浜田市） 

   ・令和７年度島根県知的障害者福祉協会第２回総会（3/9 松江市） 

 

（２）施設内研修及び法人研修 

   ・虐待防止・身体拘束防止研修会（4/1） 

    ・新人職員虐待防止・身体拘束防止研修（9/19） 
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   ・令和７年度 障がい・高齢者虐待防止研修会（法人研修）（9/22 のぞみの里） 

   ・救命救急講習（10/15 希望の里） 

   ・健康と口腔ケア研修会（11/27 希望の里） 

   ・感染症委員会研修（12/19） 

   ・感染症委員会研修（12/29） 

   ・虐待防止・身体拘束防止研修会（R8 2/4） 

   ・感染症委員会研修訓練（2/13） 

    ・感染症委員会研修訓練（2/16） 

 

実 習 等 

受け入れ 

実績 

受入先 延人数 

益田養護学校（高等部） １人 

合計 １人 
 

工賃支給 工賃支給総額７５２，４００円 

月額平均工賃（一人当たり）１，６０７円 

※生活介護 １００円／日  自立訓練（生活訓練） ２００円／日 

事故報告等 ・事故報告件数１２件 

【内訳：熱中症（１）、無届外出（１）、交通事後（物損・２）、暴力（２）、転倒（４） 

 労災（２）】 

・ヒヤリハット件数３４件 

虐待防止及

び身体拘束 

・虐待報告件数１件 

（R7.12.12 虐待案件の報告→R8.2.17 身体的虐待に認定） 

・身体拘束件数０件 

苦情受付 ・苦情受付件数０件 

 ・その他規程に基づく苦情以外のもの１件 

  

総  括 【感染症対策状況】 

事業所内で行える感染症対策として、マスクの着用（必要時）・手指消毒・手洗い・ 

うがい・検温・換気等を行い、感染拡大防止に努めた。また、風邪症状がある利用者 

には、早期受診を促すともに作業場も可能な限り部屋を分けて対応をした。 

 今後も基本的な感染対策を実施していく。 

 

【利用者状況】 

 生活介護事業の定員４０名に対して、契約者は４０名ではあるが、日々の出勤状況が

それぞれ異なることから、１日の平均利用者数は３１．６名であった。 

 また、利用者の高齢化に伴い利用日数の減少や他事業所への利用回数が増えた。 

 自立訓練（生活訓練）事業に関しては、ここ数年の利用実績が０名である。益田圏域

の相談事業所や益田養護学校と連携を図りながら利用者確保に向けて協議をしている

が、なかなか対象者がいないのが現状である。引き続き、各機関と情報交換をしながら

利用者確保に努めていく。 
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1・【生活介護】
・利用定員数　　　　　（　　40　　）人
・実利用者数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平均
41 41 41 41 40 40 40 40 40 40 40 40 40.3
39 39 39 39 39 39 39 39 39 39 39 39 39.0

2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1.0

4 14 14 14 14 14 14 14 14 14 14 14 14 14.0

5 15 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 15.8

6 9 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8.2

・延べ利用者数
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

22 21 21 22 17 19 23 20 21 19 19 20 244
22 20 22 22 18 20 23 18 22 19 19 21 246

684 679 664 672 476 613 735 649 654 599 587 623 7,635
661 646 680 599 544 633 720 573 643 581 587 657 7,524

2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3 12 11 11 14 10 11 14 11 8 11 11 12 136

4 270 257 271 230 212 252 283 228 265 238 231 266 3,003

5 216 239 251 234 210 234 274 214 240 222 226 238 2,798

6 163 139 147 121 112 136 149 120 130 110 119 141 1,587

（R6年度～　　31.2　　　人） ＊総延べ利用者数÷総開所日数
（R7年度～　　30.6　　　人） （小数点第２位以下を切り上げ）

（R6年度～　　4.7　　　） ＊（各区分の数×各区分の延利用者数）の合計÷総延利用者数
　　（少数点第２位以下を四捨五入）

2・【自立訓練（生活訓練）】
・利用定員数　　　　　（　　6　　）人
・実利用者数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平均
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

・延べ利用者数
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

22 21 21 22 17 19 23 20 21 19 19 20 244
22 20 22 22 18 20 23 18 22 19 19 21 246
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（R6年度～　　　0　　　人） ＊総延べ利用者数÷総開所日数
（R7年度～　　　0　　　人） （小数点第２位以下を切り上げ）

（R6年度～　　　0　 　　　）
（R7年度～　　　0　　　　 ） 　　（少数点第２位以下を四捨五入）

R6開所日数（日）
R7開所日数（日）

・平均障害者区分
＊（各区分の数×各区分の延利用者数）の合計÷総延利用者数

　自立訓練事業の利用者数は、現在利用契約者がいない状況が続いる。引き続き、各関係機関と連携を図りながら、利用者確保
に努めていく。

・平均利用者数

R6延べ利用者数（人）
R7延べ利用者数（人）

障
害
支
援
区
分

月
R6開所日数（日）
R7開所日数（日）
R6延べ利用者数（人）
R7延べ利用者数（人）

障
害
支
援
区
分

・平均利用者数

・平均障害支援区分
（R7年度～　　4.8　　　）

月

　生活介護事業所の契約利用者数は40名で推移しているが、１名の利用者は他の事業所と併用しており、当事業所の利用はな
かった。平均利用者数は30.6人で前年度比－0.6人で、利用者の入院や体調不良により欠席が要因として挙げられる。平均障害
支援区分は4.8で前年度比＋0.1とわずかばかり増えている。利用者の重度高齢化も年々進む中で、生活介護の基本である移動・
排泄・食事・入浴における職員の介護負担も増加している。
　

月
R6実利用者数（人）
R7実利用者数（人）

障
害
支
援
区
分

障
害
支
援
区
分

令和7年度　多機能型事業所はっぴーはうす 事業実績報告

月
R6実利用者数（人）
R7実利用者数（人）
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令和７年度 ポケットプラザ 事業報告 

 

事業所名 地域生活支援センター ポケットプラザ 

所在地 島根県益田市乙吉町イ１１０－１ 

建 物 

福祉プラザますだ（鉄筋コンクリート３階建） 

１階～事務室、相談室、共同生活援助事業所、居宅介護事業所、医務室 

２階～相談支援事業所・会議室・多目的室・研修室 

職 員 職員状況                            ※（ ）は、兼務 

所長 庶務課長 主任主事 支援課長 主任支援員 支援員 夜間支援員 

 １ （１） １ １ ４ ２０   ６ 

 

看護師 計 

（２） ３３ 
 

運営の重点 ①益田圏域での地域福祉の核的存在として役割を果たす。 

②対象者のニーズを把握し、実情に応じた福祉サービスを展開する。 

③在宅障害児(者)に対するサービス提供情報を踏まえ計画を作成、利用調整を行う。 

事業内容 

 

１．共同生活援助事業（グループホーム） 

２．居宅介護事業（居宅介護・重度訪問介護・同行援護） 

３．相談支援事業（指定一般相談・指定相談・指定特定相談・障害児相談） 

４．その他の事業   

・移動支援事業  ・金銭管理代行 

利用者状況 共同生活援助事業（グループホーム）定員６６名 

対象 １８歳以上の障がい者 

 

目的 生活の場を提供し、世話人や生活支援員を配置し、お金の管理や食事などの 

    生活全般の支援を行う。 

（１）年齢別利用状況      

 20未満 20～29 30～39 40～49 50～59 60～69 70歳以上  計 

男 １ ５ ８ ６  ９ ９ ３ ４１ 

女 ０ １ ３ ７ ７ ３ ０ ２１ 

計 １ ６ １１ １３ １６ １２ ３ ６２ 

（２）障害支援区分 ＊区分１には区分なしを含む 

 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 計 

男 ９ １３ ７ ８ ４ ０ ４１ 

女  ３ ２ ５ ５ ５ １ ２１ 

計 １２ １５ １２ １３ ９ １ ６２ 

（３）療育手帳所持状況 

 Ａ Ｂ 計 

男 １１ ２４ ３５ 

女 １０ １１ ２１ 

計 ２１ ３５ ５６ 
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（４）精神保健福祉手帳所持 

   １級 ２級 ３級 計 

男 ０ ４ １ ５ 

女 ０ １ ０ １ 

計 ０ ５ １ ６ 

 

（５）グループホーム：入退所の状況 

 人数 退所月 人数 入所月 

男 １ １月 １ ３月 

女 １ １０月 １ ５月 

 

（６）グループホーム：出身市町別状況 

 益田市 
津和野

町 
吉賀町 浜田市 萩市 阿武町 合計 

男 ２５ ４ １０ ０ ０ １ ４０ 

女 １６ ２ １ ２ １ ０ ２２ 

計 ４１ ６ １１ ２ １ １ ６２ 

 

（７）グループホーム：利用者状況  

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月  

利用者数 ６２人 ６３人 ６３人 ６３人 ６３人 ６３人  

利用率 ９３％ ９５％ ９５％ ９５％ ９５％ ９５％  

        

 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年間平均 

利用者数 ６２人 ６２人 ６２人 ６１人 ６１人 ６２人 ６２．１人 

利用率 ９３％ ９３％ ９３％ ９２％ ９２％ ９３％ ９４．３％ 

 

（８）各事業：利用契約者状況 

事業等 
利用者 合計

（人） 男 女 

共同生活援助事業（グループホーム） ４１ ２１ ６２ 

移動支援事業 ３９ ２７ ６６ 

居宅介護事業 ３４ ３２ ６６ 

金銭管理サービス利用者 ２３ １３ ３６ 

相談支援事業 

（者） ９１ ７６ １６７ 

（児） ２６ １４ ４０ 

合計 １１７ ９０ ２０７ 

 

（９）相談支援事業：出身市町別状況 

 

 

 

 

 

 

 

 益田市 浜田市 津和野町 吉賀町 萩市 計 

障がい者 １３６ ６ １０ １４ １ １６７ 

障がい児 ４０ ０ ０ ０ ０ ４０ 

計 １７６ ６ １０ １４ １ ２０７ 
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行 事 及び 

利用者活動 

（１）行事 

月 行事名 月 行事名 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

個別支援計画説明・評価 

 

 

10 

11 

12 

1 

2 

3 

個別支援計画説明・評価 

GH 利用者１泊旅行 

GH きぼう・すみれ日帰り旅行 

GH 利用者余暇活動（初詣） 

 

 

隔週日曜日 ソフトボール練習（4 月～11 月） 土曜日 生花（4・5・11・12・2・3 月） 

（２）地域との交流状況 

・GH 地区内の活動（草刈り、溝掃除など）に参加 

 ・盆踊り開催の案内招待 

（３）余暇活動 ・生花（年６回）  

・レクリエーション ・球技大会（ソフトボール） 

・スポーツ活動（ソフトボール練習 月２回） 

・グループホーム旅行（利用者のニーズにより） 

職員研修等 実績 ・市町村と基幹コーディネーター、主任相談支援専門員等の連絡会議 

（５/１６ 出雲市） 

   ・第２４回全国障がい者スポーツ大会、ソフトボール競技 

中国・四国ブロック予選会（５/２４、２５ 徳島県） 

   ・令和７年度相談支援従事者専門コース（５/２７ 出雲市） 

・石西地域課人権を考える企業連絡協議会総会及び講演会（６/１０ 益田市） 

・令和７年度島根県相談支援従事者専門コース別研修「ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ養成研修」 

                           （７/３ 出雲市） 

・令和７年度相談従事者初任者研修・中期 （７/２８、２９ 出雲市） 

・令和７年度強度行動障がい者支援者養成研修・基礎研修 

（９/１１、１２ 出雲市） 

・島根県精神科病院医療連携促進会議 （１０/３ 益田市） 

   ・令和７年度相談従事者初任者研修・後期①② 

（８/２９、９/３０、１０/１ 出雲市） 

   ・令和７年度高次脳機能障がい者支援者研修会（１０/１０ 益田市） 

   ・身寄りのない人の権利擁護支援推進事業（１０/１０ 益田市） 

   ・知的障害者福祉協会・支援スタッフ委員会（１１/１９、２０ 出雲市） 

・令和７年度障害者（児）ホームヘルパーフォローアップ研修 

（サービス提供責任者課程）（１０/３１ 松江市） 

・令和７年度障害者（児）ホームヘルパーフォローアップ研修 

                 （精神障がい者課程）（１１/６ 松江市） 

   ・令和７年度サービス管理責任者実践研修（１１/２６、２７ 出雲市） 

   ・令和７年度相談支援従事者現任者研修（１０/２８、１１/２８、１２/２３） 

   ・島根県高次脳機能障がい支援養成研修（１２/１１、１/２２ 出雲市） 

・医療的ケア児地域支援研修会（１/２９ 益田市） 

   ・令和７年度人権・権利擁護研修（２/９ WEB 研修） 

   ・令和７年度障がい者虐待防止・権利擁護研修（３/２ 浜田市） 

   ・令和７年度知的障害者福祉協会 第２回総会（３/９ 松江市） 

【事業所内研修】  

・人権・権利擁護研修（２/９ WEB 研修） 
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非常時対策 

 

 

 

 

実施日 内容 参加人数 

２/ ６ 共同生活ホーム避難訓練     １０人 

  ３/１０ GH きぼう・すみれ避難訓練     １０人 
 

苦情受付及

び事故報告 

 

【苦情解決規程に基づく受付件数】  １件 

【苦情以外での受付件数】      ０件 

【施設内事故報告件数】      １２件 

 

 

 

 

事故報告内訳 

車両事故   物損  誤薬 無断外出 転倒 労災 

  ３   ２   ４   １   １  １ 

施設整備及

び修繕等 

 

【グループホーム内修繕】 

  ・グループホームきぼう リビング TV 買い替え 

  ・グループホームきぼう エアコン取り換え 

  ・グループホームすみれ 洗面台取り換え 

  ・希望寮      エアコン取り換え 

  ＊全 GH 居室鍵の取り付け 

 

総   括 【事業の状況】 

 共同生活援助事業の利用者数は、６２名と定員６６名に対して定員を満たすことがな

いのが現状である。年度内に２名の利用者が精神的な不調で入院となり、退院の見込み

がないとの事で契約解除になった。新規利用者については養護学校を卒業し１名入居と

なったのみである。今後も関係機関への情報提供を行ないながら新規利用者の確保に取

り組んでいく必要がある。また、今年度は事故報告として薬の間違えが多くなっている。

再度、薬の投与をする際は名前と顔をチェックし服薬するよう再発防止に努めている。

居宅介護事業は、新規利用者の確保もしつつ継続契約者への支援に取り組んでいるが、

精神的な不調から休止をされる利用者も増えており継続利用が難しくなった利用者も

おられる。相談支援事業は、２００名以上の契約数を推移しており、減少することはほ

とんどないのが状況である。新規利用者の依頼も多く、市外のケースも増えているのが

現状である。１月から相談支援専門員を常勤で３名配置する事が出来たため、委託契約

の加算も取得出来るようになっている。移動支援事業は、在宅利用者やＧＨ利用者の余

暇支援に必要な事業な為、職員と公共機関を利用するなど工夫を凝らしながら取り組ん

でいる。 

【感染症対策】 

 新型コロナウイルス感染症やインフルエンザ感染症については、引き続き職員、利用

者ともにマスクの着用は継続して行っている。年度内でコロナやインフルエンザの感染

者が見られたが、特に大人数のクラスターになる事はなかった。 

【その他】 

 現在、共同生活ホームの建て替えなど新施設にむけての協議も含めて、現場の職員、

利用者・保護者のニーズをもとに新しい共同生活ホームの建設に取り組めるようにして

いる。今後も行政含めて、建設の実現に向けた取り組みをしていく必要がある。 
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【苦情受付及び事故報告書】

＊苦情解決規程に基づく受付件数は１件で、その他規程に基づく苦情受付以外のものも０件であっ
た。事故報告については、薬の間違えが４件、公用車の車両事故が３件、無断外出１件、転倒１件、
物損２件、労災１件と昨年度より多くなっている。特に薬の間違えが１カ月に２回もあり、2重
チェックを徹底し再発予防に取り組んでいる。苦情受付については、保護者の思いと事業所の思いの
相違によるものであり、しっかりとコミュニケーションを取り信頼関係を構築する必要がある。

51 44 58 66 626

〇在宅利用者やグループホーム利用者の余暇支援には必要であり、なるべく公用車ではなく公共機関
を利用者と一緒に利用するなど工夫をして取り組むようにしている。

令和７年度利用件数 52 46 45 51 50 44 64 55

36 31 33 30 31 33令和７年度実人数 30 30 31 31 35 32

75 54令和６年度利用件数 86 98 112 87 35 43 74144 45 34 28

210 208 208 206

合計

令和６年度実人数 35 34 39 31 32 33 34 28

１０月１１月１２月 １月 ２月 ３月

26 25 28 27

〇１月から相談支援専門員を３名常勤配置とし、相談委託料の加算が請求出来るようになった。今後
も新規利用者等の受け入れも含めて、業務過多にならないように受け入れをしていくようにしたい。

【移動支援事業】

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

令和７年度請求数 77 67 52 45 50 55

令和７年度契約者数 210 208 206 208 205 204

55 75 47 57 53 50

205 209

令和７年度相談件数 443 428 409 378 350 399 384 299

214 215 216 215 212 211

296 208 238 292 4,124

令和６年度契約者数 206 208 212 211 212 212

57 94

551 507 529 536 6,485

令和６年度請求数 73 82 62 59 59 7355 63 67 59

令和６年度相談件数 546 583 603 568 399 514 595 554

1,636

〇今年度も前年度同様に新規依頼者が少ないが、在宅利用者の居宅通院等介助の契約者が増えた。ま
た、精神疾患のある利用者の訪問中止や休止、契約終了は多い。

【相談支援事業】

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

142 129 141 135 129 144

合計１０月１１月１２月 １月 ２月 ３月

令和７年度利用件数

令和６年度利用件数 161 167 166 172 133 128 147

136 147 137 139 128 129

58 54令和７年度実人数 57 59 59 58 56 6157 58 58 60

57 60 58 60 55 58

131 127 132 1,744139141

令和６年度実人数 63 70 67 67 56 55

８月 ９月

61

【居宅介護事業】

４月 ５月 ６月 ７月

93 93 92

〇定員６６名に対して６２名と定員を満たすことができていないのが現状である。３月末に養護学校
卒業生が入居されたが、新規利用者はこの１名のみに留まった。年度中は、精神的に不調になり松ヶ
丘病院へ入院された利用者が２名おられた。２名とも退院の見込みがないとの事で、契約解除となっ
た。

２月 ３月 合計１０月１１月１２月 １月

95 95

令和７年度（定員：66名） 62 63 63 63

92 93

61 62

令和７年度利用率（％） 93 95 95 95 95 95 93

63 63 62 62 62

令和６年度（定員：66名） 63 64 64 64 63 63

令和６年度利用率（％） 95 96 96 96 95 93 93

63 62 62 62 63 63

93 95 95

令和７年度　地域生活支援センターポケットプラザ 事業報告　

【共同生活援助事業】

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月
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【施設整備・修繕等】

＊グループホームきぼうリビングTV買い替え
＊グループホームきぼうエアコン取り換え
＊グループホームすみれ洗面台取り換え
＊希望寮エアコン取り換え
＊全室GH居室鍵取付け

【その他】

＊現在、共同生活ホームの建て替えなど新施設に向けての協議も含めて、現場の職員、利用者・保護
者のニーズをもとに新しい共同生活ホームの建設に取り組めるようにしている。今後も行政含めて、
建築の実現に向けた取り組みをしていく必要がある。

【利用者の確保】

＊今年度も、当初から共同生活援助事業の方で利用者の確保が難しくなっている。毎月行なわれる相
談支援会議で、グループホームの空き情報を各関係機関と共有し、入居へ繋げられるようにしてい
る。グループホームとしても、体験実習を受け入れながら利用者・保護者のニーズを汲み取りながら
組んでいる。

【感染症対策】

＊コロナ、インフルエンザ共に５類になり、利用者・職員にもマスクの着用については個人の判断と
している。しかし、集団生活には変わりがないため、手洗いとうがいの徹底の掲示を行ない感染防止
に努めるようにしている。
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1.事業所名：養護老人ホーム清月の里

2.所 在 地：益田市横田町1751番5　　　　3.敷地・建物：面積9,960.64㎡　建面積4,110.12㎡

4.職員

( )は兼務

5.運営の重点

①　身体的・精神的な健康管理を積極的に進め、老化の進行を緩やかなものとし、生き生きとした活気の

　　ある生活が営めるよう目指す。

②　地域福祉の拠点として、施設の機能、介護の専門性を生かし、地域に提供するとともに、地域との連

　　ある生活が営めるよう目指す。

 　③　老化による身体疾病の変化、突然の事故に対し、状況判断ができるようにし、予防と関連職種との連

　　　携により未然に防ぐように努める。

6.利用者状況等

養護老人ホーム利用者数

34 34 35 36 34 36 37 35 35 35 33 33

34 35 36 36 33 35 34 35 34 32 30 31

36名

特定施設利用者介護度別

令和　6年度

要支援1

要支援2

要介護1

要介護2

要介護3

要介護4

要介護5

合　計

令和　7年度

要支援1

要支援2

要介護1

要介護2

要介護3

要介護4

要介護5

合　計

0 0

34 35 36 36 33 35 34 35 34 32 30 31

1 1 1 1 1 1 1 1 1

2 2

3 5 5 6 4 4 3 3 4 4 2 4

3 3 4 4 4 4 4 4

13 13 13

7 7 7 7 9 11 11 11 12

18 17 17 16 14 14 13 14 13

1 2

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2

1 1 1 1 0 0 1 1 1 1

33 33

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

34 34 35 36 34 36 37 35 35 35

3 3

1 1 1 2 2 2 2 1 1 1 0 1

3 3 4 4 4 5 5 4 3 4

17 17

6 6 5 5 4 3 3 4 4 4 4 3

15 15 15 15 14 17 18 17 18 17

1 1

7 7 8 8 8 7 7 7 7 7 7 7

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

2月 3月

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

11

2

0

2

10 8

11月 12月 1月

◎特定サービス利用契約者の確保

79

93.8%

80 80 80

令和7年度　養護老人ホーム清月の里　事業報告

◎毎月初日80名、在籍利用者数の定員確保率 99.5%

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 3月2月

施設長 庶務課長
施設長
代理

支援課長 主事
生活相談

員
計画作成
担当者 看護職員

機能訓練
指導員 支援係長

主任
支援員

支援・
介護職員

80

令和　7年度
（定員80名）

80 80 80 80 78 79 80

80 80 80 79 79

80 80 78 80 80

令和　6年度
（定員80名）

80 80

3 1 2(1) 2

17 5 1

調理員

9

夜間
支援・介護

職員

給食係長　(管
理栄養士)

1 (1) 1 (1) 2 3(2) 1(1)

嘱託医

(1)

合計

45

特定施設利用者数

34



特定施設利用者介護度別利用延べ人数

要支援1 　在宅　　710

要支援2 　他施設　2 1

要介護1 1

要介護2

要介護3

要介護4 　入院　　2 1

要介護5 　死亡　　6 4

合　計 7

利用者年齢 各障害者手帳状況

年代

65～69

70～ 精神保健福祉手帳

80～ 身体障害者手帳

90～

100～

合計  * 平均年齢　85.7歳　　　* 平均在所年数　5年11ヶ月

　養護老人ホームについて、毎月初日在籍利用者数定員80名を確保しようということで、毎年同じ

傾向だが7月と12月から1月と暑い時寒い時の入れ替わりが激しかった。78名スタートが2ヶ月あり

確保率は99.5％だった。施設の状況を伝える中で、市からは「待機者はいない」という返答が多く

不安があった。引き続き、市との相談を密にしながらより早急な動きができるよう働きかけを行っ

ていく。

　特定施設入居者生活介護について、35～36名のサービス利用契約者の確保が安定していなかっ

た。必要な方に必要なサービスの提供を目指し早急な契約をしていかなくてはいけなかった。ま

た、介護度の高い方の特養への移行が立て続けにあり、契約数が30名を切りそうな月もあった。

7年度は看取りの方3名を見送りさせていただいた。

7.指導・訓練

習字クラブ 季節に合ったお手本の中から好きな文字を書かれていた。開催率92％ 参加率72％

音楽療法 笑顔で皆さん大きな声で歌われ楽しんでおられた。　　　開催率92％　 参加率65％

シニアエアロビクス 各自ができる範囲でしっかりと体を動かしておられた。　開催率92％ 　参加率61％

　毎月それぞれ1回、開催する中でスムーズな準備と誘導で皆さん喜ばれ、楽しく開催できた。

施設内でのコロナ発症と講師の病欠、またお盆が重なり100％の開催にならなかった。

8.非常時対策

　* 総合訓練及び避難訓練

 自治会長、公民館長

利用率　96.4％

合計

12

91

101

名称 対象者

約35名

約60名

R7.8.20

R8.2.18

内容

避難訓練

総合防災訓練

R7.5.22 水害による避難訓練 47

人数

療育手帳

障害者手帳名

2

人数

約60名

実績内容

実施年月日 参加人数

女性

3 9

10

12,236 11,881

1,483 1,150

1,302

内訳

R6年度 R7年度

365 319

入退所者の状況

入
所

365 422

2,533 3,218

内訳男性

5,760 5,211

26

27

26

0

80

病院

(内看取り3件)

　他施設　

12

合計男性 女性

14

26

1

1,275

428 286
退
所

13

35



9. 行事及び地域との交流

＜行事＞

　　　R7年度、予定していた行事で月は決まっていなかったが「リハビリ運動会」が開催できず、

　　残念であった。日帰り旅行については、5月にいちご狩りに出かけ楽しまれた。9月は敬老週間

　　でアクアスへ出かけた。皆さんお元気だが、正直だんだん遠出は難しくなった。より近場で楽

　　しめることを考える必要がある。敬老会には近くの保育園児に参加いただき楽しい時間を過ご

　　した。利用者のいきいきとされた様子はとても良かった。文化祭はご家族様をご案内し、自由

　　に催し物や展示物を見学していただいた。また、2月にコロナが蔓延し節分祭の時期が大幅に

　　ずれてしまい遅れての開催となってしまった。

＜地域との交流＞

のぞみの里にて花苗の植えつけ

公用車の洗車、窓掃除

施設への手作りコースター贈呈

竹灯籠の竹の色付け

参加者へのトイレの貸出

　　　毎年恒例となった横田中学校と豊田公民館がコラボして企画された「灯火祭」が11月に開催

　　され、その竹灯籠の竹に貼る紙に絵を書いたり、折り紙をちぎり貼り付ける作業を今回は横中

　　の先生と生徒の皆さんが来所して一緒に作業した。楽しくお話ししながら有意義な時間を過ご

　　した。また、養護学校の生徒さんからは手づくりのコースターのプレゼントがあった。

10. 職員研修等

＜実績＞

（1）施設外研修（オンライン研修含）

　　　・令和7年度島根県老人福祉協議会管理者向けマネジメント研修第1回（4/17）

　　　・令和7年度島根県老人福祉協議会管理者向けマネジメント研修第2回（5/15）

　　　・令和7年度介護支援専門員専門研修兼更新研修専門研修課程Ⅰ（6/3.4.18.19.20）

　　　・職場におけるハラスメントの理解と防止に向けて（6/10）

　　　・令和7年度安全運転管理者講習（6/17）

　　　・令和7年度島根県老人福祉施設協議会第1回総会・講演会（7/4）

　　　・令和７年度福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程・中堅職員コース（7/15～16）

　　　・令和7年度島根県老人福祉協議会管理者向けマネジメント研修第3回（8/6）

　　　・ACP実践のための研修会（8/24）

　　　・企業（事業所）トップクラス人権・同和問題研修会（8/25）

　　　・令和7年度問題解決力強化研修（基礎編）（8/29）

　　　・第56回中国地区老人福祉施設研修大会（9/1～2）

　　　・働きやすい職場環境づくり（養護老人ホーム編）（9/11）

　　　・ノーリフティングケアを知ろう！（10/8）

　　　・第43回中国地区老人福祉施設長研修会（10/15～16）

　　　・第35回島根県老人福祉協議会研修大会（11/18）

　　　・令和7年度島根県老人福祉協議会働きやすい職場環境づくり研修会（11/25）

　　　・人権擁護研修（11/29）

　　　・令和7年度問題解決力強化研修（マスター編）（11/20）

　　　・令和7年度島根県老人福祉協議会養護老人ホーム施設長運営会議（12/11）

内容日時

7/2

9/5～2/6
全9回

10/6

11/10

11/23

福祉ゾーン美化活動

益田養護学校高等部

益田養護学校高等部

横田中学校・豊田公民館

横田地区ウォーキング大会

5

人数

10～15

多数

3

12

1

2

グランドゴルフ大会・文化祭

クリスマス会

新年会

節分祭

10

11

6

7

8

9

開所記念

日帰り旅行

夏祭り

敬老会・日帰り旅行

4

5

月 行事名 月 行事名

5

10～15
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　　　・令和7年度業務の標準化研修（前期・後期）（10/3.12/11）

　　　・第4回全国老人福祉施設大会・研究協議会JSフェスティバルin山口（12/4～5）

　　　・高齢者障がい者虐待防止・権利擁護研修（1/16）

　　　・令和7年度高齢者虐待防止研修（1/29・ZOOM）

　　　・介護事業所における高齢者虐待防止措置の義務化（1/29・ZOOM）

　　　・令和6年度島根県老人福祉施設協議会第2回総会・講演会（3/10）

    　・頼れる身寄りがいない人への支援を考える（3/26）

（2）施設内研修

　　　・法人新人職員研修（6/18）＜本部主催＞

　　　・高齢者虐待防止研修（7/31.2/19）

　　　・セルケアチェック＜虐待・身体拘束＞（7/14～25）

　　　・BCP研修（8/27.2/19）

  　　・障がい者/高齢者虐待防止研修（9/22）＜本部主催＞

　　　・終末期研修/ACPについて出前研修（9/10.3/4）＜外部講師＞

　　　・介護技術研修会/紙パンツ（6/29）

　　　・人権擁護研修（9/30.10/1.10/29）

　　　・感染症研修（12/17）

　　　・危険予知研修（12/9）

11. 実習受入

　　　・明誠高校　延　24人 ・横田中　延　8人 ・翔陽高校　　延　3人

　　　・介護等体験/大学生　延　5人

12.施設・設備整備の状況

　　　　介護テクノロジー一式

13.施設内事故報告状況　・・・　総合計　15件

　　＜上期報告済分＞ 　＜下期＞

      * 転倒 ・・ 3件（内受診3件、骨折0件）  * 転倒 ・・ 7件（内受診7件、骨折3件、裂傷4件）

　　　* 誤薬 ・・ 1件  * 誤薬 ・・ 1件

　　　* その他 ・ 0件  * その他 ・ 3件

　 　  合計・・・ 4件 　合計・・・11件

14.苦情受付　・・・　第三者委員会へあがらない事案　18件

　事故件数については、総合計で15件発生した。前年度より件数は半分に減った。その内転倒が合

計10件（内骨折3件）と発生件数の66.7％であった。骨折については大腿骨骨折、圧迫骨折と前年

度は4件と同じような件数となった。また、その他3件のうち2件は11月にあった現金盗難である。

日頃の「慣れ」「当たり前」が引き起こした案件である。二度とこのような事案が起きないよう気

を引き締め業務にあたった。またこの件については「経済的虐待」であると認定された。

ヒヤリハットについては前期158件、後期151件あがった。その内、転倒につながる件数が合計216

件、半分以上であり皆で原因を探り、改善策を話し合った。また、苦情については、第三者委員会

へあげる案件はなかったが、利用者より日頃思うことについてお聞きした。

　次に他の重点目標として「しっかりと利用者の生活に目を向けて行こう」ですが、半期報告以降

もサブタイトルをつけ、毎月行われるスタッフ会議の時に皆で状況を確認した。日々の業務に追わ

れながらも、利用者と向き合う時間を確保できるよう努力した。引き続き努力は継続する。
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令和７年度 エスポア 事業報告 

 

事 業 所 名 益田障がい者就業・生活支援センター エスポア 

所 在 地 益田市あけぼの東町１－９ 

職 員 構 成 

 

 
所 長 （兼）庶務課長  （１名） 

主任就業支援員 １名 

就業支援員 １名 

就業支援員（職場定着支援） １名 

生活支援員 １名 

雇用促進支援員 ２名 

計 ６名 

 

 

 

業 務 内 容 益田圏域の障がい者の就業生活における自立を図るため、地域の関係機関との連携のも

と、就業面及び生活面における一体的な支援を実施する。 

・就職実現のためのセンター窓口相談、ハローワーク相談支援 

・職業能力向上のための作業実習、職業訓練の実施機関への誘導 

・障がい者自身の職業能力の見極め、職業理解を深めるための職場実習の実施 

・職場定着のための在職障がい者、雇用事業所の相談支援の実施 

・日常生活面を含めた職業生活上の問題に対する相談支援、関係機関との連携 

就 業 支 援 

の 実 施 

 

○障害者に対する相談・支援実績 

・支援対象障害者数 480人／令和６年度実績値 492人 ・前年度比 2.4％減 

精神障害 合計
(うち重度) (うち重度)

在職中 24 8 128 0 117 28 297
求職中 8 2 33 0 73 6 120
その他 1 0 22 0 37 3 63

合計 33 10 183 0 227 37 480

身体障害 知的障害 その他
の障害

 

・相談支援件数  4,972件／令和６年度実績値 4,505件 ・前年度比 10.4％増 

身体障害 知的障害 精神障害 その他 合計

1 9 25 5 40

78 559 575 129 1,341

28 125 92 34 279

175 1,172 1,751 214 3,312

282 1,865 2,443 382 4,972合計

就職に向けた相談・支援

職場定着に向けた相談・支援

日常生活、社会生活に関する相談・支援

就業と生活の両方にわたる相談・支援
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○事業主に対する助言､相談支援 

・支援実施事業所数 171事業所 1,967件／令和６年度 167事業所 1,789件 

461 23.4%

1,119 56.9%

378 19.2%

9 0.5%

0 0.0%

1,967 100.0%

①雇入れに関する相談・支援

②雇用する障害者の職場適応・職場定着に関する相談・支援

③雇用する障害者の生活面に関する相談・支援

④障害者の雇用支援制度に関する相談・支援

合計

⑤その他

 

○就職の決定状況 

・就職件数（一般就労） 29件／令和７年度目標値 38件 ・目標達成率 76.3％ 

精神障害 その他 合計
(うち重度) (うち重度)

1 (1) 7 (0) 4 1 13

1 (1) 3 (0) 4 1 9

0 (0) 2 (0) 4 1 7

2 (2) 12 0 12 3 29合計

身体障害 知的障害

一般
(30時間以上）

短時間①
(20時間以上30時間未満）

短時間②
(20時間未満)

 

・就労継続支援Ａ型利用  1件 

精神障害 その他 合計
(うち重度) (うち重度)

0 (0) 0 (0) 0 0 0

0 (0) 0 (0) 1 0 1

0 (0) 0 (0) 0 0 0

0 (0) 0 0 1 0 1合計

身体障害 知的障害

一般
(30時間以上）

短時間①
(20時間以上30時間未満）

短時間②
(20時間未満)

 

 

○職場実習のあっせん､実施状況 

・実施件数  60件／令和７年度目標値  74件    ・目標達成率 81.1％ 

身体障害 知的障害 精神障害 その他 合計

2 4 6 0 12

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

2 5 7 0 14

0 11 22 1 34

4 20 35 1 60

島根県チャレンジ雇用

合計

職場実習（３日以上４ヵ月以内）

地域障害者職業センター

職場適応訓練（一般、短期）

障害者委託訓練

 

 

○令和６年度中の就職者37人の定着率 

・就職後６ヶ月経過時点    75.7％（28人/37人） 

・就職後１年経過時点     64.9％（24人/37人） 
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精神障害 その他 合計
(うち重度) (うち重度)

1 (1) 8 0 24 4 37

＊就職後6ヶ月経過時点

1 (1) 8 (0) 16 3 28

100.0% 100.0% 100.0% - 66.7% 75.0% 75.7%

＊就職後1年経過時点

0 (0) 8 (0) 13 3 24

0.0% 0.0% 100.0% - 54.2% 75.0% 64.9%定着率

身体障害 知的障害

令和６年度就職件数

在職者数

定着率

在職者数

 

会議・研修会 

関 係機 関と の 

連絡会議の開催 

 

★エスポア連絡会議の開催 

関係諸機関に対しての当該事業実績や事例等の報告を通じて、地域の課題や情報を共有

、障がい者雇用に関わる共通理解と連携強化を図る目的で開催した。 

（開催日時）令和7年6月27日（金曜日）13:00～15:20 

（参加者） 32関係機関、36名 

（内 容） 

・令和6年度 事業活動実績報告 

・就労支援事業所との連携および一般高校における関りと卒後の就労支援について 

・各関係機関からの情報提供 

（労働局、県障がい福祉課、雇用政策課等） 

・質疑、意見交換 

就労支援力の

底上げのため

のネットワー

ク形成セミナ

ーの実施 

★一般高校とのネットワーク形成会議 

 益田圏域高等学校特別支援教育コーディネーター会と連携し、一般高校在籍の障がい者

および困難さを抱えている生徒の進路選択における、在学中及び卒後の支援における連携

の確認、情報共有を行った。 

（開催日時）令和 7年 6月 12日（木）13:30～16:30 

（参加機関）県教育委員会、一般高校、特別支援学校、保健所、ウインド、エスポア 

★就労支援事業所を対象とした企業見学会 

圏域内の就労継続支援 A型、B型事業所利用者及び職員を対象にした企業見学会を開催。

一般就労への意欲向上や具体的イメージを持ってもらう機会として、また一般で求められ

る力や効果的な支援への参考機会として実施した。 

（開催日時）令和 7年 11月 12日（水）13:30～15:00 

（参加機関）就労継続支援 A型  利用者 2名 職員 1名 参加 

就労継続支援 B型  利用者 2名 職員 1名 参加 

西部高等技術校総合実務科  利用者 3名 職員 2名 参加 

★就労支援ネットワーク会議 

就労支援 A 型、B 型事業所との情報交換会を開催。障がい者雇用企業見学会の振り返り

や、一般就労へ向けた取り組みや課題の共有、効果的な情報提供の仕方や支援の要望など

の意見交換会を実施した。 

（開催日時）令和 7年 12月 19日（金）13:30～16:00 

（参加機関）就労継続支援 A型  3事業所 
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      就労継続支援 B型  4事業所 

行政、特別支援学校、ウインド 

★障がい者雇用実践報告と雇用促進セミナー 

 益田西ロータリークラブとの連携、共催で『豊かな職場づくりを目指そう！』をテーマ

にセミナーを開催。障がい者雇用に至るまでのステップや取り組みを実際に紹介。障がい

特性理解や配慮ポイント、障がい者雇用に対する敷居を下げ、共に働く仲間としての意識

醸成を図った。 

（実施日時）令和 7年 11月 24日（月）9:30～12:00 

（参加者数）20社 35名参加 (うち一般参加者 4名) 

★障がい者雇用セミナーおよび企業間での情報交換会 

 『精神障がいの特性および職場における配慮について』をテーマに、既・未雇用事業所

に対するセミナーとして開催した。合わせて、参加事業所間での雇用管理上の取り組みや

悩み等を共有共感する場としての意見交換会を実施した。 

（実施日時）令和 7年 12月 4日（木）13:30～16:00 

（参加企業数）11社 12名参加  ※関係機関 4名参加 

在 職 登 録 者 

を対象とした 

地域交流活動 

【第 1回在職者交流会】 

（日 時）令和 7 年 5 月 11 日(日) 10:00～15:30 

（場 所）益田市リサイクルプラザ（益田市） 

（実施内容）SDGs 講義および石鹸づくり体験 

【第 2回在職者交流会、第 1回ピアサポート活動】  

（日 時）令和 7 年 9 月 21 日（日） 9:30～10:10 

（場 所）益田市立総合福祉センター（益田市） 

（実施内容）嗜好品の上手な摂り方講座（講師 清月の里栄養士 藤村葉子 氏） 

茶話会（仕事に対するモチベーションの維持向上） 

（参加者）15 名(ピアサポート対象者 3 名)  職員 6 名 

【第 2回ピアサポート活動】  

（日 時）令和 7 年 11 月 7 日(金)  13:00～14:00 

（場 所）吉賀町福祉センター（吉賀町） 

（実施内容）仕事を継続していくためのポイントと自己理解（講義および意見交換） 

（参加者）6 名  職員 1 名 

【第 3回ピアサポート活動】  

（日 時）令和 7 年 11 月 12 日（水） 14:30～15:00 

（場 所）アケボノ株式会社（益田市） 

（実施内容）当事者発表（働き続けるためのコツ他） 

（参加者）12 名（うち対象者 7 名）  職員 6 名 

【第 3回在職者交流会】  

（日 時）令和 8 年 2 月 1 日（日） 13:30～14:30 

（場 所）益田市民体育館（益田市） 

（実施内容）防犯講座「特殊詐欺に合わないために」（講師 益田警察署 矢上真樹 氏） 

（参加者）13 名  職員 6 名 
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島 根 県 

障がい者仕事

と 生 活 の 

両立支援事業 

【第 1回】  

（日 時）令和 7年 5月 11日(日)8:30～10:00 

（場 所）益田市 

（実施内容）イチゴ狩り体験、地元探訪 

（参加者）17名 職員 6名  

【第 2回】 

（日 時）令和 7年 9月 21日（日）10:10～13:00 

（場 所）益田市総合福祉センター 

（実施内容）調理実習 

（参加者）15名 職員 6名 

【第 3回】 

（日 時）令和 7年 11月 9日(日)7:45～17:30 

（場 所）山口県岩国市 

（実施内容）錦帯橋および近隣観光 

（参加者）19名 職員 6名 

【第 4回】 

（日 時）令和 8年 2月 1日(日)14:40～16:00 

（場 所）益田市民体育館 

（実施内容）スポーツ体験（モルック・スポンジテニス） 

（参加者）13名 職員 5名 

島 根県 障が い 

者 雇 用 促 進 

支援員配置事業 

 

○雇用促進支援員の活動実績は下表のとおり 

・就労を希望する障がいがある方の雇用企業、実習受入れ企業の開拓、 

実習や雇用にかかる企業の相談、支援計画の作成等を行った。 

 

  企業訪問数 実習先企業数 就職先企業数 

  ○ア  （人数） ○イ （人数） ○ウ 

４月 22 5 ( 5 人) 5 ( 5 人) 

５月 10 4 ( 4 人) 1 ( 1 人) 

６月 17 8 ( 9 人) 4 ( 4 人) 

７月 17 6 ( 7 人) 1 ( 1 人) 

８月 17 4 ( 4 人) 1 ( 1 人) 

９月 16 5 ( 5 人) 3 ( 3 人) 

１０月 15 2 ( 2 人) 3 ( 3 人) 

１１月 7 4 ( 5 人) 1 ( 1 人) 

１２月 18 1 ( 2 人) 2 ( 2 人) 

１月 32 3 ( 5 人) 3 ( 3 人) 
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２月 19 4 ( 4 人) 0 ( 0 人) 

３月 16 8 ( 8 人） 0 ( 0 人) 

計  206 54 ( 60 人) 24 ( 24 人) 

※㋑、㋒は、これまで企業訪問を行い、当該月に実績を上げた件数を記載 
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　　　　　　期
項目

前期（5月～9月）29期生 後期（11月～3月）30期生

1.入校募集定員 ■入校生　４名 ■入校生　４名

前期５名 ・知的１名、精神２名、身体１名 ・知的１名、精神３名(発達２名)

後期５名 ■修了生　４名 ■修了生　３名

■退校　　１名（11月）

2.カリキュラム ■時間数　Ⅰ部：338　　　  時間 ■時間数　Ⅰ部：317　　　 時間

　訓練内容 　　　　　Ⅱ部：151.5～174 時間 　　　　　Ⅱ部：123～172　時間

■担当指導員　　　１名 ■担当指導員　　　１名

■講師人数　　　２４名 ■講師人数　　　２４名

■外部講師人数　１８名 ■外部講師人数　１８名

3.校外実習 ■Ⅰ部（校外実習） ■Ⅰ部（校外実習）

・現場実習委託先 　萩テレビ株式会社 　株式会社トライアルストアーズ

　ダイレックス株式会社 　アケボノ株式会社

　株式会社ジュンテンドー 　益田市立図書館

　株式会社ナフコ 　益田石油株式会社

　障がい者就労支援事業所のぞみの里 　益田赤十字病院

　特別養護老人ホームくしろ宝寿苑

■Ⅱ部（現場実習） ■Ⅱ部（現場実習）

　・萩テレビ株式会社 　・ダイレックス株式会社→就職

　・株式会社ジュンテンドー 　・西南セラミックス株式会社→就職

　・有限会社あかし屋 　・株式会社キヌヤ

　・松月堂マリーﾄﾞ→就職 　・有限会社オーエム産業

　・株式会社キヌヤ→就職

　・株式会社丸久

　・のぞみの里

4.就職状況 ■パート雇用：３名 ■パート雇用：２名

■アルバイト雇用：１名 ■就職活動数：１名

　＊訓練修了時　

　＊修了３カ月後　 100％

　＊修了６カ月後 　100％

5.就職率 27期生（5名中5名就職） 28期生（4名中3名就職）

R7年3月31日現在 100% 75%

令和７年度 　総合実務科 事業報告
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